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はじめに 

 
筑波大学では、土砂災害などの自然災害から被害の防止・軽減を図るため、また高度な

専門制を有する技術者を養成することを目的に、大学院生命環境科学研究科の環境科学専

攻（博士前期課程）及び持続環境学専攻（博士後期課程）に、平成 22 年度より財団法人（現 
一般財団法人）砂防フロンティア整備推進機構からの奨学寄附金を受け環境防災学講座を

設置するとともに、履修カリキュラムとしての「環境防災学プログラム」を開設しました。 
筑波大学は、全国に先駆け 1977 年に、環境問題に関する高度実務者養成を目的とした、

我が国最初の大学院修士課程である環境科学研究科を設立し、以来多数の修了生を、産学

官界に輩出しています。また、筑波大学大学院生命環境科学研究科では、複雑な自然環境

とその変化のメカニズム、自然との共生のあり方について、フィールドサイエンスの立場

から理学・農学・工学・人文科学・社会科学・医学などの個別知を集合し学際的な研究・

教育を行っています。環境防災学講座では、このような環境系の専攻科目の基礎の上に、

主に社会人入学者を想定し、多様な内容及び講師による授業科目を開設しています。 
平成 28 年度においては、専門科目として 11 の授業科目を開設し、講座専任教員のほか、

国土交通省、国土技術政策総合研究所、(独)土木研究所、（一財）砂防フロンティア整備推

進機構をはじめとし、ＮＰＯ法人、民間会社の幹部・研究員等および大学関係者の非常勤

講師による、環境防災に係わる幅広い分野にわたる講義を行いました。平成 28 年度は講座

設置の 7 年目にあたり，博士前期課程 6 名及び博士後期課程 2 名の教育と研究指導を行い

ました。このうち平成 29 年 3 月に 2 名が博士前期課程を修了し、博士後期課程の 2 名が博

士（環境学）を取得しました。今年度は講座として初めて博士学位取得者を輩出すること

ができました。 
今年度までの修士修了者は 18 名で、その内訳は、社会人 11 名、一般 2 名、留学生 5 名

となっております。 
また、環境防災セミナーなど幅広い活動を行いました。 
こうした環境防災学講座の平成 28 年度の活動を年報としてとりまとめました。 
環境防災学講座の運営にあたり、ご支援いただきました関係各位にあらためて深く感謝

申し上げますとともに、今後とも、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 
平成 29 年 4 月 
 

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 
環境科学専攻・持続環境学専攻 
環境防災学講座担当教授  西本 晴男 
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１．講座運営 
1.1 講座の概要 
(1) 設立の背景  

21 世紀は「環境の時代」であるとともに「災害の時代」でもある。特にわが国では地球温暖化

に伴う短時間降水量の大幅な増加、局所的豪雨の発生の頻繁化とそれに伴う土砂災害や洪水災害

の増加が懸念されている。実際、近年、降雨記録が大幅に更新され土砂災害なども増加する傾向

にある。環境防災学講座は、このような豪雨、豪雪、さらには火山噴火などに伴う急激な流域環

境変化とそれに伴う土砂災害などの環境問題やそれらに対する対策を総合的に扱う領域として、

平成 22 年 4 月に筑波大学大学院生命科学研究科環境科学専攻（博士前期課程）および持続環境学

専攻（博士後期課程）に設置された。 
この環境防災学講座は、財団法人（現 一般財団法人）砂防フロンティア整備推進機構の寄附金

により設置され、環境防災に関わる高度な専門技術者の育成にあたっている。寄附金は、講座の

運営の他、教育研究活動に使用する研究棟の整備に使用されている。寄附講座の設置期間は、当

初平成 22～26 年度の 5 年間となっていたが、引き続き平成 27 年度より 3 年間延長することとな

っている。 
 

(2) 環境防災プログラム 
環境防災プログラムは、環境防災に関わる科学技術に加え、環境防災に関する調査対策技術か

ら政策論、法令論、国際関係まで幅広い範囲にわたる知識・技術力を有し、土砂災害や洪水災害

などの自然災害から、自然環境と人間生活との関わりの中で安全・安心を確保するための課題解

決能力と独創性を有する高度な専門技術者の育成のための履修カリキュラムであり，環境防災学

講座が中心となって運営されている。 
平成 22・23 年度は、環境防災関係の授業科目として 11 科目を開講した。平成 24～27 年度は、

環境防災関係の授業科目として 10 科目を開講した。平成 28 年度は 11 科目を開講し、必修１科

目と選択必修 2 科目は常勤教員が担当し、他の 9 科目は非常勤講師が担当した。 
 
(3) 組織  

環境防災学講座は、環境科学専攻（博士前期課程）および持続環境学専攻（博士後期課程）に

設けられている。平成 28 年度は、専任の教授 1 名、准教授１名がその運営に当たっている。寄附

講座の運営にかかる事項については、専攻内の教員から構成される「寄附講座環境防災運営委員

会」で審議した後に、専攻内で開催される「環境系専攻教員会議」に諮られている。 
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筑波大学

生命環境科学研究科

（博士後期課程）

持続環境学専攻

環境防災学講座

大学院学群

（博士前期課程）

環境科学専攻

環境防災学講座
 

環境防災学講座組織図 
1.2 講座の活動 
◇平成 22 年度 

平成 22 年 4 月 1 日  寄附講座開設 
平成 22 年 4 月 1 日  准教授（石井）着任 
平成 22 年 4 月 16 日   教授（西本）着任 
平成 22 年 5 月 18 日   環境防災プログラムキックオフ・フォーラム開催 
平成 22 年 7 月 13 日   環境防災学講演会開催（砂防会館） 
平成 22 年 9 月 29 日   環境防災研究棟建築工事着工、安全祈願祭 
平成 23 年 2 月 21 日   インドネシア国ガジャマダ大学と国際学術交流協定を締結 
平成 23 年 3 月 17 日   環境防災研究棟完成 

◇平成 23 年度 
  平成 23 年 7 月 6 日    環境防災研究棟披露式 
◇平成 24 年度 
  平成 24 年 4 月 1 日    准教授（水野）着任 
  平成 25 年 3 月 31 日   石井准教授 退任 
◇平成 25 年度 
  平成 25 年 10 月 1 日   インドネシア UGM3 名短期留学生受入（6 ヵ月） 
◇平成 26 年度 
  平成 26 年 4 月 22 日  砂防学と地形学の連携に関するシンポジウム開催 
  平成 26 年 10 月 1 日  インドネシア UGM1 名（6 ヵ月）1 名（1 年）短期留学生受入 
  平成 27 年 3 月 11 日  －環境防災の課題と今後を考える－環境防災学ワークショップ開催 
  平成 27 年 3 月 30 日    水野准教授 退任   
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◇平成 27 年度 
  平成 27 年 4 月 1 日   准教授（秋山） 着任   
  平成 27 年 6 月 22 日～26 日 第 6 回国際土石流災害防止会議（DFHM6）の主運営 
◇平成 28 年度 
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環境防災プログラムの概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)専任教員等 

教   授 西本晴男 （平成 22 年 4 月 16 日～） 
准 教 授 秋山一弥 （平成 27 年 4 月 1 日～） 

 事務補佐員 赤尾美佐（平成 28 年 4 月 1 日～） 
 事務補佐員 黒澤円香（平成 27 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 
（土石流会議論文集担当）  
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(2) 寄附講座環境防災運営委員会 
寄附講座環境防災運営委員会の構成と、審議内容は、以下に記載したとおりである。 

 
①構成 

委員長 西本晴男 生命環境科学研究科 教授 
委 員  

辻村真貴 生命環境科学研究科 教授 持続環境学専攻長 
宮本邦明 生命環境科学研究科 教授 
堀田紀文 生命環境科学研究科 准教授 
秋山一弥 生命環境科学研究科 准教授 
 

②開催日 
平成 28 年 5 月 9 日（月）10：30～11：30 
議題： 

1. 平成 27 年度環境防災学講座活動報告 
2. 平成 28 年度環境防災学講座活動計画 
3. 環境防災プログラム登録者 
4. その他  

 
 
 
 
 
(3) 環境系専攻教育会議 

環境防災学講座の運営に関して審議及び報告を行った主な項目は、以下に記載するとおりであ

る。 
・平成 28 年 5 月 18 日(水)  14:00～16:00 
 議題：平成 27 年度環境防災寄付講座活動報告・平成 28 年度同活動方針 

環境防災プログラムの登録者について 
・平成 28 年 6 月 15 日（水） 14：00～16：00 

  議題：環境科学実践実習の履修申請について 
・平成 28 年 8 月 26 日（金） 16:00～17:00 

議題：研究指導委員会・評価専門委員会の設置と評価 
・平成 28 年 9 月 21 日（水） 14:00～16:00 

  議題：研究指導委員会・評価専門委員会の設置と評価 
・平成 28 年 10 月 19 日（水）  14:00～16:00 

  議題：研究指導委員会・評価専門委員会の設置と評価  
・平成 28 年 11 月 16 日（水）  14:00～16:00 
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  議題：実践実習に関して 
・平成 28 年 12 月 7 日（水）  14:00～16:00 

  議題：持続環境学専攻博士論文・予備審査報告について 
平成 29 年度開設授業科目一覧について 

 ・平成 29 年 1 月 18 日（水） 14:00～16:00 
  議題：環境科学・環境学実践実習  
・平成 29 年 2 月 8 日（水） 16:00～18:00 

  議題：環境科学・環境学実践実習 
     平成 28 年度 3 月期環境防災プログラム修了証授与予定者について  
 
 
 
 
 
 
 
1.3 施設 

 
環境防災学講座の平成 28 年度の教育研究活動には、以下の施設が使用された。 
教授室         環境防災研究棟 102 号室 
准教授室         環境防災研究棟 101 号室 
事務室         環境防災研究棟 103 号室 
U.TSUKUBA-MJIIT COOPERATION OFFICE  環境防災研究棟 104 号室 
院生室         環境防災研究棟 201 号室 
講師控室        環境防災研究棟 202 号室 
講義室         環境防災研究棟 203 号室 
解析室          環境防災研究棟 301 号室 
サーバー室       環境防災研究棟 302 号室 
共同研究室       環境防災研究棟 303 号室 
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２．平成 28 年度の主要活動 
2.1 平成 28 年度主要活動一覧 
 講義・実習 環境防災 

セミナー等 
その他 

4 月 ・春学期講義開始 
（4 科目）   

5 月   
・砂防学会研究発表会参加 
（5 月 18 日～19 日 西本，秋山， 
吉田，孫） 

6 月 ・集中講義（1 科目） 
  6 月 27 日～8 月 8 日  

・岡山県『砂防ボランティア全国のつどい』
『土砂災害防止「全国の集い」参加 
（6 月 20 日～21 日 西本，吉田，孫） 

7 月 

・集中講義（2 科目） 
・実践実習：吉田喜高 
 ㈱吉川工務店 

7 月 25 日～8 月 5 日 
・実践実習：孫敏 
 ㈱北陸ジオテック 

7 月 25 日～8 月 5 日 
・実践実習：塚原直幸  
鹿島建設㈱ 
7 月 25 日～8 月 5 日 

・第 1 回環境防災
 セミナー 
（7 月 21 日） 

 
・第 2 回環境防災
 セミナー 
（7 月 22 日） 

・福井県フィールド調査 
（7 月 12 日～15 日 西本，塚原， 
後藤，笠原，梅井） 

8 月   
・北海道砂防フィールド調査 
（8 月 24 日～27 日 西本，塚原， 
後藤，笠原，梅井） 

9 月 ・秋学期講義開始 
（3 科目）  

・立山砂防フィールド調査 
（9 月 5 日～6 日 西本，秋山，吉田，孫，
塚原，笠原，梅井） 
・オーストリア・イタリア・クロアチア・
モンテネグロ・チェコ現地調査 
（9 月 11 日～25 日，西本，吉田） 

10 月    

11 月  
・第 3 回環境防災

セミナー 
（11 月 18 日） 

・砂防地すべり技術研究成果報告会 
参加（11 月 22 日 吉田，後藤，笠原） 
 
・富士川・天竜川上流砂防管内（山梨県・
長野県）フィールド調査 
（11 月 28 日～30 日 西本，塚原， 

後藤，笠原） 
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※平成 23 年度から 6 ヶ年にわたり、福井県内における学生のフィールド調査の受け入れに協力し

ていただいた日光産業（(株)）に研究科長から感謝状を贈った。 
 
 
 
2.2 教育活動 
2.2.1 環境防災プログラム 
環境科学専攻、持続環境学専攻では、複雑な自然環境とその変化のメカニズム、自然との共生

のあり方について、フィールドサイエンスの立場から理学・農学・工学・人文科学・社会科学・

医学などの個別知を集合し学際的な研究・教育がなされている。環境防災プログラムでは、環境

防災学講座が中心となって運営し，このような環境系両専攻の基礎の上に独自のカリキュラムを

用意している。特に、これらの科目群は寄附講座を主体に構成されており、環境防災に係わる専

門家による調査技術、対策技術から政策論、法令論まで幅広い範囲にわたり基礎から応用上の課

題と解決手法に至るまで学際的・実践的な講義が計画され、また、実践的な研究指導を受けるこ

とができる。 
 
 
 
 

12 月 ・集中講義（1 科目） 
 

・第 4 回環境防災
セミナー 

（12 月 2 日） 
・第 5 回環境防災
セミナー 

（12 月 8 日） 
・第 6 回環境防災
セミナー 

（12 月 9 日） 
・第 7 回環境防災
セミナー 

（12 月 22 日） 
 

 

1 月    

2 月   

・伊豆大島フィールド調査 
（2 月 22 日～24 日 西本、塚原、後藤）
・九州砂防フィールド調査 
（2 月 27 日～3 月 2 日 西本、吉田、 
 塚原、後藤） 

3 月   ・広島県フィールド調査 
（3 月 16 日～18 日 西本、塚原、後藤）
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(1)環境防災プログラムの履修方法 
1) 環境科学専攻（博士前期課程） 
①プログラムの履修方法 
 ○専攻共通必修科目          … 計１８単位 
 ○環境防災プログラム必修科目     … ８単位以上 
  ・環境防災学            … ２単位 
  ・フィールド環境防災学       … ２単位 
  ・環境科学実践実習科目群（注１）  … ４単位以上 
     注１ 環境防災に関連する実習先で実習を行うことが必要 
 ○環境防災プログラム選択必修科目   … ４単位以上 
                    （９単位以上履修することが望ましい） 
②修了要件 
  ・３０単位以上履修し、修士論文の審査および最終試験に合格すること。 
  ・４０単位以上履修することが望まれる。 
2) 持続環境学専攻（博士後期課程） 
①プログラムの履修方法 
○専攻必修科目              … ３単位 
  ・持続環境学特別演習Ⅰ 
  ・持続環境学特別演習Ⅱ 
  ・持続環境学特別演習Ⅲ 
 ○環境防災プログラム必修科目      … ４単位 
  ・環境学実践実習科目群（注２）    … ４単位以上 
     注２ 環境防災に関連する実習先で実習を行うことが必要 
  ・持続環境学フォーラム 
 
②修了要件 
  ・履修方法に従い７単位以上修得し、博士論文の審査および最終試験に合格すること。 
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(2)開設授業科目 
平成 28 年度は、環境防災プログラムとして、必修 2 科目、選択必修 9 科目を開講した。各授

業科目名と担当教員、時間割、シラバスは、以下に記載するとおりである。 

 科目番号 授業科目名 単

位

開講

学期
曜時限 教

室
担当教員 

必

修 
 

01AD501 環境防災学 2 春 火 3, 4 203 西本 晴男 

01AD502 フィールド 
環境防災学 2 秋 金 1, 2 203

石井 靖雄  井上 公夫 
桜井 亘    野呂 智之 
藤沢 和範   石田 孝司 
水野 秀明 

選

択

必

修 

01AD523 環境防災 
計画論Ⅱ 1 春 月 3 203

藤澤 和範   桜井 亘 
木下 篤彦   内田 太郎 
藤村 直樹 

01AD513 環境防災 
施設論Ⅰ 1 春 月 4 203

牧野 裕至   林  数一 
綿貫 明    安齋 徳夫 
木村 佳嗣   守山 浩史 
森 雅人 

01AD512 環境防災 
危機管理論 1 春 金 2 203 秋山 一弥 

01AD520 地域環境 
防災基本論 1 秋 金 3 203 森 俊勇     竹田 宜人 

北 俊夫 

01AD521 地域環境 
防災実践論 1 秋 金 4 203

三木 洋一   中村 浩之 
内山 均志  藤平 大 
原田 照美   坪田 浩昭 
古川 幸男 

01AD518 国際環境 
防災論 1 春 7 月 6 日 

7 月 22 日
203 下田 義文   大井 英臣 

石黒 久 

01AD515 環境防災 
政策論 1 春 6月27日～

8 月 8 日 203 長井 義樹 

01AD516 環境防災 
高度技術論 1 春 7 月 20 日

7 月 21 日
203 小川 紀一朗  林 正之 

伊藤 道夫    星野 和彦 

01AD503 環境防災 
施工論 1 秋 12月1日～

12 月 22 日
203 西本 晴男  水山 高久 

鈴木 雅一 
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(3)開設授業科目のシラバス 
 
01AD501 環境防災学  

春学期： 火曜日３，４時限 １・２年次対象（２単位） 
教員： 西本晴男  

  
１．授業概要  
豪雨，地震，火山噴火などに伴う土砂災害、洪水災害などの特徴と防災対策・政策について、

そのバックグラウンドたる自然環境、社会環境の歴史的変遷過程をふまえつつ講述するとともに、

気候変動、人口減少社会など将来動向をにらんだ今後の防災対策のあり方について述べ、環境防

災学としての視点と課題，解決法などについて考える。 
 
２．授業内容  
第１週  総論 
第２週  日本の国土・社会と防災対策 
第３週  近年の環境変化と災害動向 
第４週  環境変化をふまえた防災対策 
第５週  山地荒廃と土砂生産作用 
第６週  マスムーブメント 
第７週  流域における土砂移動、山地水文 
第８週  渓流安定化と山腹緑化 
第９週  森林影響論 
第１０週 気候変動と環境防災 
 
３．参考書  
環境防災学 （授業時に配布）  
そのほか、必要に応じ資料を配布する 

 
４．備考  
１）成績は出席とレポートの結果で評価する。 
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01AD502 フィールド環境防災学  
秋学期： 金曜日１，２時限 １・２年次対象（２単位） 

教員：石井靖雄，藤沢和範，井上公夫，桜井亘，野呂智之，石田孝司，水野秀明 
 
１．授業概要  
 豪雨，地震，火山噴火などに伴う環境災害に対し、総合的な対策を検討するために必要な観点、

基本的な調査・解析のための技術から、計画策定、実施に至るまでの諸プロセスで検討しなけれ

ばならない項目や観点、評価技術などについて具体的なフィールドを例にあげつつ講述し、総合

力としての環境防災技術について考察する。 
 
２．授業内容  
第１週 総論（近年の土砂災害） 
第２週  災害調査、緊急点検 
第３週 地すべり調査 
第４週 地すべり対策 
第５週 微地形判読 
第６週 急傾斜地崩壊調査・対策、雪崩調査・対策 
第７週 天然ダム対策 
第８週 土砂災害警戒情報・基準雨量 
第９週 現場の計測技術（土石流等検知センサー、大規模土砂移動検知システム、火山灰堆

積厚、天然ダム水位、など） 
第１０週 まとめ 
 
３．参考書  
授業中に紹介する。 
 
４．備考  
特になし。 
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01AD523 環境防災計画論Ⅱ 
春学期： 月曜日 3 時限 １年次・２年次対象（１単位） 
教員：内田太郎，藤澤和範，桜井亘，木下篤彦，藤村直樹 

 
１．授業概要  
 国土技術政策総合研究所と土木研究所の研究官による講義。環境防災対策を効率的かつ効果的

に実施するため、砂防施設計画、砂防施設設計、土石流・流木対策施設の計画・設計などの実際

について具体的な事例を踏まえつつ講述する 
 
２．授業内容  
第１週  総論、斜面の土砂移動現象 

第２週  山地渓流の土砂動態、総合土砂管理 

第３週  水系砂防被害推定手法 

第４週  砂防施設配置計画 

第５週  砂防施設設計① （砂防堰堤） 

第６週  砂防施設設計② （渓流保全工） 

第７週  土石流・流木対策調査、計画 

第８週  土石流・流木対策設計 

第９週  鋼製砂防施設設計 

第１０週 大規模土砂災害と復旧・復興 

 

３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD513 環境防災施設論Ⅰ 
春学期： 月曜日 4 時限  １年次・２年次対象（１単位） 

教員： 牧野裕至，林数一，綿貫明，安齋徳夫，木村佳嗣，守山浩史，森雅人 
 ， 
１．授業概要 
環境防災施設についての基本的な講義。防災対策においては自然環境､人間の生活環境との調和

を重視するとともに､地球温暖化防止に寄与する技術開発とこれを活用した環境防災施設の整備

が求められている。講義では､自然石を用いた石積施設、非コンクリート化施設、鋼製構造物など

環境にやさしい新技術について、技術開発の現状とその機能特性、品質管理法、施工法、維持管

理法について具体的事例を紹介しながら講述する。 
 
２．授業内容  
第１週  総論：環境防災施設とその役割・文化的位置価値 
第２週  石積砂防設備：砂防の歴史と石積み砂防設備 
第３週  柔構造物①：柔構造物の歴史と役割 
第４週  柔構造物②：柔構造物の設計・施行・演習 
第５週  透過型構造物①：透過型構造物の歴史と役割 
第６週  透過型構造物②：透過型構造物の設計・施行・演習 
第７週  透過型構造物③：行政の先端からの透過型構造物 
第８週  ボンテラン工法：ボンテラン工法の開発と設計・施行 
第９週  山腹工：山腹工の歴史と役割、設計・施工 
第１０週 まとめ：次世代に繋ぐ環境と防災、文化 
 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD512 環境防災危機管理論  
春学期： 金曜日 2 限 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：秋山一弥 
 
１．授業概要  
自然災害の災害対策と危機管理、集中豪雨や地震による山腹崩壊、地すべりによる大規模土砂

災害への対応についての講義。大規模土砂災害の発生直後からの危機管理（緊急調査、情報、機

関連携、警戒避難体制、応急対策）に加えて、平常時における防災訓練の考え方について講述す

る。大規模土砂災害 
 
２．授業内容  
第１週  危機管理に関する総論 
第２週  災害対策と危機管理①防災に関する法律 
第３週  害対策と危機管理②防災に関する組織 
第４週  防災情報と危機管理 
第５週  大規模土砂災害の発生事例 
第６週  大規模土砂災害発生時の応急対策 
第７週  土砂災害緊急情報・緊急調査 
第８週  深層崩壊の発生機構と危険箇所抽出法 
第９週  土砂災害発生時の危機管理と広報（マスコミ対応） 
第１０週 土砂災害発生時の住民避難と防災訓練 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 
 

４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD520 地域環境防災基本論 
秋学期： 金曜日３時限 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：森俊勇，竹田宜人，北俊夫 
 
１．授業概要  
  地方自治体の首長や幹部職員及びその経験者、並びに学識経験者による講義。都市化、過疎化、

市町村合併、少子高齢化、土地利用など社会環境の変化により地域が抱える環境防災の課題を踏

まえて、地方自治体の環境防災への取り組みの現状と今後の方向について述べると共に、防災情

報、防災教育、住民啓発、ＮＰＯ活動など地域防災力を高めるために欠くことのできない施策の

考え方について具体的事例を紹介しながら講述する。 
 
２．授業内容  
第１週  総論①防災の視点から見た中山間地の実態②自然災害への対応 
第２週  総論②自然災害への対応 
第３週  土砂災害の発生と砂防関係施策の推移 
第４週  土砂災害に対するマスコミの取り上げ方と課題 
第５週  土砂災害に関する情報 
第６週  地域防災力の向上に向けて 
第７週  リスクコミュニケーション（１） 
第８週  リスクコミュニケーション（２） 
第９週  防災教育の現状と課題 
第１０週 今後の防災教育の方向性 
 
３．参考書  
 必要に応じ資料を配布する 
 参考書，参考文献は講義で示す。 
 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD521 地域環境防災実践論 
秋学期： 金曜日４時限  １年次・２年次対象（１単位） 

教員：三木洋一，中村浩之，内山均志，藤平大，原田照美，坪田浩昭，古川幸男 
 
１．授業概要  
   毎年全国で頻発する土砂災害から住民の生命を守るため、土砂災害防止法に基づき「土砂災

害（特別）警戒区域」の指定が各都道府県で進められている。講義では、まず土砂災害防止法の

概要及び区域設定の考え方について述べ、次に大雨時の警戒避難に係わる情報・体制、災害に強

いまちづくり、住民主役の防災、土地利用規制などのあり方について事例を紹介しながら講述す

る。 
 
２．授業内容  
第１週  総論 
第２週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅰ 
第３週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅱ 
第４週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅲ 
第５週  土砂災害防止法に基づく土地利用規制等 
第６週  土砂災害防止法とまちづくり 
第７週  住民主役の土砂災害警戒避難 
第８週  土砂災害防止法への取り組み 
第９週  住民との合意形成 
第 10 週 課題研究（土砂災害防止法への取り組み） 
 
３．参考書  
 必要に応じ資料を配布する。 
 参考書，参考文献は講義で示す。 
 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD518 国際環境防災論  
春学期： 集中講義 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：下田義文，石黒久，大井秀臣 
 

１．授業概要  
環境防災分野の海外技術協力経験者による講義。開発途上国の発展のためには災害に強い国

づくりが基本であり,各々の国の社会情勢にあった防災技術移転のあり方,継続的な人材育成の

あり方などについて、気候変動等の中長期的動向をふまえつつ、国際的視点から防災のあり方

について講述する。 
 
２．授業内容  
第１回  主要な国際会議の結果と国際協調に基づく防災分野の今後の展開 

     （防災世界会議、国際砂防シンポジウム、持続的開発サミット、COP 21） 

第２回  日本政府の今後の方針 

     （水災害分野における気候変動適応策のあり方、第 4次社会資本整備重点計画） 

第３回  砂防国際協力現場における計画・設計・施工・技術指導の事例 

    （ブラジル土砂災害予防・復旧事業、インドネシア・バワカラエン大規模崩壊対策） 

第４回  ネパールの自然・文化と防災 

 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD516 環境防災高度技術論 
春学期：集中講義 1 年次・２年次対象（１単位） 
教員：小川紀一朗，林正之，伊藤道夫，星野和彦 

 
１．授業概要  
 地震や火山噴火により大規模な土砂災害の発生が予測される場合あるは発生した場合に、状況

が時々刻々と変化していく中で急迫している危険を回避するために必要となる情報を、航測、リ

モセン技術などによって被害が想定される区域・時期などを明らかにするための緊急調査・解析

技術について講述する.また、世界的な歴史的砂防施設の維持管理と世界遺産登録に向けた技術論

的思想について講述する。 
 
２．授業内容  
第１回  立山砂防の世界遺産に向けた取り組み 
第２回  リモートセンシング技術と砂防分野への活用 
第３回  航測技術と砂防分野への活用 
第４回  環境防災施設の維持管理技術 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD514 環境防災政策論  
春学期：集中講義 1 年次・２年次対象（１単位） 

教員：長井義樹 
  
１．授業概要  
国土交通省の行政官による講義。日本は自然・社会条件から、年間約 1000 件の土砂災害が発

生しており、環境防災が重要な課題である。まず、環境防災の関係法令、行政組織と予算につい

て述べ、次に環境防災の主要施策、省庁連携、施設計画、事業効果などについて、環境防災行政

を担っている立場から講述する。 
 

２．授業内容  
第１回  砂防行政の目指すもの 
第２回  砂防行政総論（砂防部長）、砂防 4 法令及び関連法令 
第３回  事業執行の流れ（中長期計画・予算編成・事業評価） 
第４回  砂防事業（計画と施設配置）の事例 
第５回  土砂災害による被害軽減のための関係省庁との連携 
第６回  大規模土砂災害に対する施策・取り組み 
第７回  自然環境保全に対する施策･取り組み 
第８回  近年の社会状況に対応した施策・取り組み 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する。 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  

成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD503 環境防災施工論 
秋学期： 集中講義  1 年次対象(1 単位) 

教員：西本晴男 
 
１．授業概要 
環境防災施設の建設フィールドにおいて効率的かつ安全に高品質の施設を建設するうえでの施

工上の課題とその解決策について講述する。具体的には、建設現場の施工管理、現場条件と施工

法、仮設工の留意点、施設設計と建設現場、環境防災と施工法等について述べる。 
 
２．授業内容 
第１回  環境防災施設の施工管理（総論） 
第２回  砂防技術・研究の過去・現在・未来 
第３回  環境防災施設施工上の課題（具体的事例による） 
第４回  森林水文学から見た環境防災 
 
 
３．参考書  
 必要に応じ資料を配布する 

   
４．備考  
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 (4)選択必修科目の講師一覧 
 
01AD523 環境防災計画論Ⅱ                  教員：桜井 亘ほか 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 講師 内容 備考 

４

月 

11 日 

藤澤 和範 
（国立研究開発法人土木研究所

土砂管理研究グループ長） 

総論、斜面の土砂移動現象 
  

18 日 

内田 太郎（国土技術政策総合研

究所危機管理技術研究センター 
主任研究官） 

山地渓流の土砂動態、 

総合土砂管理  

 25 日 内田 太郎 水系砂防被害推定手法  

５

月 

9 日 内田 太郎 砂防施設配置計画  

16 日 

藤村 直樹（国立研究開発法人土

木研究所土砂管理研究グループ

主任研究員） 

砂防施設設計①（砂防堰堤） 

  

23 日 藤村 直樹 砂防施設設計②（渓流保全工）  

30 日 
桜井 亘（国土技術政策総合研究

所土砂災害研究部研究室長） 
土石流・流木対策調査、計画 

 

6 

月 

6 日 

木下 篤彦（国立研究開発法人土

木研究所土砂管理研究グループ

主任研究員） 

土石流・流木対策施設設計 
 

13 日 木下 篤彦 鋼製砂防施設設計  
20 日 桜井 亘 大規模土砂災害と復旧・復興  
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01AD513 環境防災施設論Ⅰ                 教員： 牧野 裕至ほか 
 

 月日 講師 内容 備考 

４ 
月 

11 日 牧野 裕至（(株)ニュージェック

執行役員） 
総論：環境防災施設とその役

割・文化的位置価値 
 

18 日 林 数一 
（砂防施工管理研究会 顧問）

石積砂防設備：砂防の歴史と石

積み砂防設備 
 

 
 

25 日 木村 佳嗣（(株)TMS 柔構技術

開発部部長） 
柔構造物①：柔構造物の歴史と

役割 
 

 
５

月 
 
 

9 日 
木村 佳嗣 柔構造物②：柔構造物の設計・

施行・演習 
 

16 日 
安齋 徳夫（国土交通省関東地方

整備局企画部工事品質調整官）

透過型構造物①：透過型構造物

の歴史と役割 
 

23 日 
守山 浩史 
（鋼製構造物研究会） 

透過型構造物②：透過型構造物

の設計・施行・演習 
 

30 日 
守山 浩史 透過型構造物③：行政の先端か

らの透過型構造物 
 

6 

月 

6 日 
森 雅人（ボンテラン工法研究会

テクニカルアドバイザ－） 
ボンテラン工法：ボンテラン工

法の開発と設計・施行 
 

13 日 
綿貫 明 
（砂防施工管理研究会） 

山腹工：山腹工の歴史と役割、

設計・施工 
 

20 日 
牧野裕至 まとめ：次世代に繋ぐ環境と防

災、文化 
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01AD512 環境防災危機管理論                    教員：秋山 一弥 
 

月日 講師 内容 備考 

４ 
月 

15 日 
秋山 一弥 
（筑波大学准教授） 

危機管理に関する総論 
 

22 日 秋山 一弥  災害対策と危機管理①防災に関する法律  

５ 
月 
 

6 日 秋山 一弥 害対策と危機管理②防災に関する組織  
13 日 秋山 一弥 防災情報と危機管理  
20 日 秋山 一弥 大規模土砂災害の発生事例  
27 日 秋山 一弥 大規模土砂災害発生時の応急対策  

６

月 

6 日 秋山 一弥  土砂災害緊急情報・緊急調査  
10 日 秋山 一弥  深層崩壊の発生機構と危険箇所抽出法  

17 日 
秋山 一弥  土砂災害発生時の危機管理と広報 

（マスコミ対応） 
 

24 日 秋山 一弥  土砂災害発生時の住民避難と防災訓練  

─ 27 ─



28 
 

 
01AD520 地域環境防災基本論                 教員： 森 俊勇ほか 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 講師 内容 備考 

10 

月 

7 日 

森 俊勇（（一財)砂防フロンテ

ィア整備推進機構砂防フロン

ティア研究所長） 

総論①防災の視点から見た

中山間地の実態  

14 日 森 俊勇 総論②自然災害への対応  

21 日 森 俊勇 
土砂災害の発生と砂防関係

施策の推移 
 

28 日 森 俊勇 
土砂災害に対するマスコミ

の取り上げ方と課題 
 

28 日 森 俊勇 土砂災害に関する情報  

 

11 

月 

 

11 日 森 俊勇 地域防災力の向上に向けて  

18 日 

竹田 宜人（独立行政法人製品

評価技術基盤機構調査官・横浜

国立大学環境情報学府客員准

教授） 

リスクコミュニケーション

（１） 
 

25 日 竹田 宜人 
リスクコミュニケーション

（２） 
 

12

月 

2 日 
北俊夫（国士舘大学体育学部こ

どもスポーツ教育学科教授） 

防災教育の現状と課題-自然

災害防止教育の観点から－ 
環境防災 

セミナー 

9 日 北 俊夫 
今後の防災教育の方向性－

自然災害防止教育の教材と

実践－ 

環境防災 

セミナー 
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01AD521 地域環境防災実践論                 教員：三木 洋一ほか  
 

 月日 講師 内容 備考 

10 

月 

 

7 日 三木 洋一（応用地質㈱エンジニ

アリング本部技師長） 
総論  

14 日 
三木 洋一 

基礎調査における区域設定の

考え方Ⅰ 
 

21 日 

 

中村 浩之 
（東京農工大学名誉教授） 

基礎調査における区域設定の

考え方Ⅱ 
 

28 日 

 
中村 浩之 

基礎調査における区域設定の

考え方Ⅲ 
 

11

月 

 

2 日 

 

内山 均志 
（(一財)砂防フロンティア整備

推進機構研究第一部次長） 

土砂災害防止法に基づく土地

利用規制等 
 

11 日 藤平 大（国立研究開発法人土木

研究所土砂管理研究グループ総

括主任研究員） 
土砂災害防止法とまちづくり  

18 日 原田 照美 
（広島市自主防災連合会顧問）

住民主役の土砂災害警戒避難 
環境防災 

セミナー 
25 日 坪田 浩昭（長野県建設部砂防課

課長補佐兼調査管理係長） 
住民との合意形成  

12

月 

2 日 古川 幸男（岡谷市建設水道部 
土木課課長） 

土砂災害防止法への取り組み  

19 日 
三木 洋一 

課題研究（土砂災害防止法へ

の取り組み） 
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01AD518 国際環境防災論                   教員：下田 義文ほか 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 講師 内容 備考 

７ 
月 

6 日 

下田義文（八千代エンジニアリ

ング（株）相談役） 

砂防国際協力現場における計

画・設計・施工・技術指導の

事例（ブラジル土砂災害予

防・復旧事業、インドネシア・

バワカラエン大規模崩壊対

策） 

 

大井英臣 
（(一社）国際砂防協会会長） 

主要な国際会議の結果と国際

協調に基づく防災分野の今後

の展開（防災世界会議、国際

砂防シンポジウム、持続的開

発サミット、COP 21） 

日本政府の今後の方針 

（水災害分野における気候変

動適応策のあり方、第 4 次社

会資本整備重点計画） 

 

22 日 
石黒久（丸新志鷹建設㈱ネパー

ル支店顧問） 
ネパールの自然・文化と防災 

環境防災セ

ミナー 
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01AD514 環境防災政策論                     教員：長井義樹 
 

  
 

月日 講師 内容 備考 

 
6 
月 

 

27 日 
長井 義樹（国土交通省水管理・

国土保全局砂防部保全課 
砂防施設評価分析官） 

 
砂防行政の目指すもの 

 

7 
月 

5 日 長井 義樹 
砂防行政総論（砂防部長）砂防

４法令及び関連法令、執行体制 
 

7 日 
長井 義樹 事業執行の流れ（中長期計画・

予算編成・事業評価） 
 

8 日 
長井 義樹 砂防事業（計画と施設配置）の

事例 
 

11 日 長井 義樹 土砂災害による被害軽減のため

の関係省庁との連携 
 

19 日 
長井 義樹 大規模土砂災害に対する施策・

取り組み 
 

22 日 
長井 義樹 自然環境保全に対する施策･ 

取り組み 
 

8 
月 

8 日 
長井 義樹 近年の社会状況に対応した 

施策・取り組み 
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01AD516 環境防災高度技術論                教員：小川 紀一朗ほか  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 講師 内容 備考 

7 

月 

20 日 

小川 紀一朗 (アジア航測株式

会社代表取締役社長） 
航測技術と砂防分野への活

用 
 

伊藤 道夫（国立研究開発法人宇

宙航空研究開発機構第一宇宙技

術部門衛星利用運用センター技

術領域 

リモートセンシング術と砂

防分野への活用技術 
 

21 日 

林 正之（公益財団法人富山県 
建設技術センター副理事長） 

立山砂防の世界遺産に向け

た取り組み 
環境防災 

セミナー 

星野 和彦（(一財)砂防フロンテ

ィア整備推進機構上席研究員） 
環境防災施設の維持管理技

術 
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01AD503 環境防災施工論                    教員：西本晴男ほか 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

月日 講師 内容 備考 

12 

月 

1 日 西本晴男（筑波大学教授） 環境防災施設の施工管理（総論）  

8 日 
水山高久 
（政策学院大学特任教授）

砂防技術・研究の過去・現在・

未来 

環境防災 

セミナー 

16 日 西本晴男（筑波大学教授）
環境防災施設施工上の課題 
（具体的事例による） 

 

 22 日 
鈴木雅一 
（東京大学名誉教授） 

森林水文学から見た環境防災 
環境防災 

セミナー 
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 (5)履修登録者数一覧 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（注）上段：単位取得者数、下段： 履修登録者数 

学期 曜時限 科目名 履修登録者数 備考 

M1 M2 計 

春 
学期 

火3・4 環境防災学 23
(24)

1
(1)

24
(25)

 

月3 環境防災計画論Ⅱ 4
(4)

3
(3)

7
(7)

 

月4 環境防災施設論Ⅰ 6
(6)

2
(2)

8
(8)

 

金2 環境防災危機管理論 5
(6)

0
(0)

5
(6)

 

集中 環境防災政策論 4
(4)

0
(0)

4
(4)

6月27日（月） 
～8月8日（月） 

集中 国際環境防災論 8
(8)

0
(0)

8
(8)

7月6日（水）・ 
22日（金） 

集中 環境防災高度技術論 5
(6)

2
(2)

7
(8)

7月20日（水）・ 
21日（木） 

秋 
学期 

金1・2 フィールド環境防災学 8
 (8)

0
(0)

8
(8)

 

金3 地域環境防災基本論 6
(8)

0
(0)

6
(8)

 

金4 地域環境防災実践論 6
(6)

0
(0)

6
(6)

 

 集中 環境防災施工論 3
(3)

1
(1)

4
(4)

12月1日(木) 
～12月22日（木） 
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(6) 講座専攻院生 
平成 28 年度の環境防災学講座専攻院生は、以下のとおりである。 
博士後期課程 2 名 

 
博士前期課程 2 年 2 名 
       1 年 4 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
2.2.2 実践実習 
環境科学専攻と持続環境学専攻では、実践能力を養うため、国内と海外でさまざまなインター

ンシップを行っている。環境防災学プログラムは、環境防災に関わるフィールドでの実践実習が

プログラムの履修が必修となっている。平成 28 年度は、以下のとおり、3 名が中期実践実習を履

修した。「期間」は現地における実習期間である。 
 
・環境科学実践実習Ⅱ（M2） 

 
 
 
 
 
 

・環境科学実践実習Ⅲ（M1） 
 
  

 
 
 

課程 氏 名 学 年 備 考 

後期 
照沼 利浩 H23 入 社会人学生 
秋山 怜子 H24 入 社会人学生 

前期 

吉田 喜高 2 年 社会人学生 
孫 敏 2 年 留学生 

塚原 直幸 1 年 社会人学生 
後藤 美香 1 年 社会人学生 
笠原 友樹 1 年 一般学生 
梅井 陽平 1 年 一般学生 

氏名 実習先 実習名 期間 

吉田 喜高 (株)吉川工務店 
木曽川水系入ヶ洞砂防堰堤 
工事の施工に関する実践実習

H28.7.25～8.5 

孫 敏 (株)北陸ジオテック 
環境リサイクルに関する実践

実習 
H28.7.25～8.5 

塚原 直幸 鹿島建設（株） 
紀伊半島の河道閉塞の抜本 
対策工事に関する実践実習 

H28.7.25～8.5 
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学生を受け入れ実践実習について指導していただいた、株式会社吉川工務店、株式会社北陸ジ

オテック、鹿島建設株式会社およびに生命環境科学研究科長から感謝状を贈った。 
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2.2.3 プログラム修了生 

 
平成 28 年度のプログラム修了生は以下の 4 名であり，このうち環境防災学講座に所属していた

学生は照沼、秋山（博士後期課程）、吉田、孫（博士前期課程）の 4 名である。プログラムの修了

生には，学位記のほかプログラム修了証が授与された。 
 

 
 
 
 
 
 
2.2.4 その他 

 
（１）専攻共通科目 

環境防災学講座の秋山准教授が平成 28 年度に行った専攻共通科目の講義は以下のとおりで

ある。 
 

月 日 科目番号 授業科目名 内 容 

10 月 4 日～ 
12 月 20 日 
火曜日 3・4 限 

01AD592 

Prevention  

And Mitigation 

Of Sediment 

Disaster 

 

土砂災害の概論、土石流災害の特徴、地

すべり・がけ崩れ災害の特徴、土砂災害

のハード対策（構造物）、 大規模土砂災

害、土砂災害の対策（行政と法律、避難）、 

土砂災害のソフト対策（気象・土砂災害

警戒情報）、土砂災害のソフト対策（土地

利用規制・ハザードマップ） 

 
 

氏名 専 攻 博 士 論 文・修 士 論 文 指導教員 

照沼 利浩 持続環境学 
災害対応に要する時間の推定モデルとその適

用性 
西本晴男 

秋山 怜子 持続環境学 
地下水流出の到達時間と土層の粘着力に着目

した崩壊発生解析法 
西本晴男 

吉田 喜高 環境科学 
丹沢西部流域における土砂流出抑制対策の効

果 
西本晴男 

孫 敏 環境科学 自然災害に対する被災地支援手法の日中比較 秋山一弥 
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（２）国土交通省砂防部長による特別講演及び学生との懇談会 
 
 平成 28 年 7 月 5 日(火)に、国土交通省砂防部長の西山幸治氏に 17：00 から約 1 時間 
「砂防行政について」と題して特別講演をしていただいた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特別講演の前に砂防部長と環境防災学講座の院生との懇談会をから 15：45 から 1 時間行った。

学生からは、砂防行政の課題と今後の方向性についての具体的な質問をする等、また砂防部長か

らは当講座で多くの事を学び今後の砂防技術業務に携わるにあたっての励ましの言葉をいただき、

有意義かつ貴重な懇談の場となった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講演の様子

懇談会の様子
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2.3 研究活動 
 
2.3.1 研究発表 
平成 28 年度の環境防災学講座の常勤教員及び学生の発表論文等は、原著論文 5 編、その他 14

編（砂防学会研究発表会 9 編、その他 5 編）を発表した。 
以下に論文のリストを記載する。 
 
 (１) 原著論文 
1)   大村さつき，三木洋一，西本晴男，原田照美，杉田精司，奥迫信二：地域住民が主体となっ 
   た土砂災害に対するタイムラインの検討，砂防学会誌，Vol69，pp.61-66，2017.3    
2） 秋山一弥，池田慎二，木村誇，松下拓樹：2014 年 2 月の大雪によって山梨県早川周辺で発

生した雪崩の到達距離と地形の関係，雪氷，Vol78，No.6，pp.439-457，2016.11 
3） 秋山一弥，和泉薫：新潟県上越地域で過去 134 年間に発生した雪崩災害，雪氷，Vol78，No.6，

pp.479-496，2016.11 
4)   関口辰夫，阿部孝幸，阿部修，秋山一弥：1918 年（大正 7 年）大鳥鉱山の雪崩災害と地形，

雪氷，Vol.78，No.5，pp.329‒337，2016.9． 
5)   照沼利浩，水野秀明，西本晴男：災害対応に要する時間の推定モデル，砂防学会誌，Vol.69，

No.2，pp.13-18，2016.7 
 
（2）その他論文 
1) 西本晴男：デモンゼー著の「渓流および山腹工事」について，砂防学会誌，Vol.69，No.6，

pp.103-106，2017.3 
2) 秋山一弥，和泉薫：新潟県中越地域で発生した雪崩災害の統計と特徴，雪氷研究大会（2016・

名古屋）講演要旨集，p.278，2016.9. 
3) 秋山一弥，吉田喜高，松田宏，本間信一：高精度空間情報を用いた表層雪崩の規模推定，雪

氷研究大会（2016・名古屋）講演要旨集，p128，2016.10 
4)  秋山一弥，劉詩雨，西本晴男：日本と中国の土砂災害に関する防災学習内容の比較，第 54 回

日本地すべり学会研究発表会講演集，pp.294–295，2016.8 
5)  秋山一弥：雪崩災害の事例と対策技術，特集（変貌する斜面災害と対策），基礎工，Vol.44，

No.6, pp.90–93, 2016.6. 
6) 大村さつき，三木洋一，北原哲郎，飛田健二，西本晴男，原田照美，杉田精司，奥迫信治：

土砂災害に対するタイムラインを活用した住民の減災に向けた取り組み検討，平成 28 年度砂

防学会研究発表会概要集 A，pp.12‒13，2016.5 
7) 尾関信幸，西本晴男：粗石コンクリート構造の砂防施設の内部特性と健全性評価，平成 28

年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.230‒231，2016.5 
8) 西本晴男：アメリゴ・ホフマンと諸戸北郎，平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，

pp.264-265，2016.5 
9) 大村さつき，三木洋一，北原哲郎，飛田健二，西本晴男，原田照美，杉田精司，奥迫信治：
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住民主導の土砂災害タイムライン検討ツールの提案，平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集

B，pp.340‒341，2016.5 
10) 照沼利浩，水野秀明，西本晴男：災害対応に関する作業能率の推定モデル，平成 28 年度砂防

学会研究発表会概要集 B，pp.426‒427，2016.5 
11) 江藤稚佳子，水野秀明：有限体積法による湾曲部及び合流点における水面形の再現，平成 28

年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.434‒435，2016.5 
12) 吉田喜高，西本晴男，阿部拓実，鈴木雅一，内山佳美，内山豊：丹沢流域における歴史的砂

防工事と現況，平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.442‒443，2016.5 
13) 阿部拓実，西本晴男，鈴木雅一：写真比較による多摩川上流部における荒廃状況の変遷，平

成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.448‒449，2016.5 
14) 秋山一弥，劉詩雨，西本晴男：日本と中国の教科書における砂防に関する学習内容の比較，

平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.506‒507，2016.5 
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2.3.2 現地調査 
(1) 国内 

1) 平成 28 年 6 月 21 日：岡山県 

6 月 21 日に、教員 1 名と院生 2 名が砂防ボランティアの活動状況や、土砂災害防止に向けた取

り組みを知るため、岡山市の岡山市民会館で行われた『砂防ボランティア全国のつどい』及び『土

砂災害防止「全国の集い」』に参加した。 
  午前中は、『砂防ボランティア全国のつどい』に参加し、徳島県砂防ボランティア協会，特定

非営利法人神通砂防の活動報告をはじめとし，全国の砂防ボランティアの活動状況と課題につい

て学んだ。中山間地域での過去の災害や砂防事業の歴史的な背景を伝承するほか、災害救助・地

域安全の活動において砂防ボランティアの重要性は高い一方、合併により行政区画が大きくなる

ことできめ細やかな活動ができなくなり活動主体が弱体化する懸念があることなどが報告された。 
 午後は、『土砂災害防止「全国の集い」』に参加した。まず、国土交通省砂防部の長井隆幸氏よ

り、平成 28 年 4 月の熊本地震について、緊急調査の内容、土砂災害警戒情報を通常基準の 7 割・

8 割で発表する暫定運用の実施状況、TEC-FORCE の活動状況、工事における工夫（無人化施工，

ドローンの活用）等について報告がなされた。 
 京都大学の小杉賢一朗教授からは「土砂災害警戒避難における降雨データの活用方法」と題し

て講演が行われた。土砂災害警戒避難基準線（Critical Line）の設定に用いる短期の積算雨量と

土壌雨量指数を決めるにあたり、々な半減期の実効雨量の組み合わせを検討することが重要であ

ることが指摘された。 
   また、NHK 盛岡放送局の二宮徹氏（H28.6 まで NHK 解説委員／災害担当）をコーディネータ

ーに迎えたパネルディスカッションが行われた。「晴れの国おかやま」と呼ばれる程晴天日が多い

岡山県にあっては県民の防災意識が十分に備わっていないと考えられることが指摘された。しか

し、風化しやすい花崗岩が広島～岡山にかけて存在すること、県北部では年間降水量が 2000mm
を超えること、戦時・戦後の乱伐で愛知・滋賀とともに「日本三大はげ山県」とも呼ばれていた

程山が荒れていたことなどから、県内においてもたびたび災害が発生している状況にある。岡山

県ではハード対策の整備率が現在 27%と低く今後は重要度の高い箇所から優先的に事業を実施す

るとともに、土砂災害特別警戒区域の指定を早急に実施するとのことであった。また、平成 26
年に発生した土砂災害を受けて、広島市内の団地自治会長がパネリストとして参加し、土砂災害

後の対策状況の紹介、近傍のマンションを一時避難場所とできるよう管理組合と契約している事

例などが紹介された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【砂災害防止「全国の集い」】 【会場入り口にて】 
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2)平成 28 年 7 月 12 日～15 日：福井県 

   7 月 12 日～15 日に、教員 1 名と院生 4 名が、福井県内における砂防施設調査を行い、計画当

時の設計思想や施工上の工夫点を調査するとともに、平成 10 年・16 年などの主要災害後の復旧

状況・施工後の状況を確認した。調査にあたっては、日光産業株式会社の川端様にお世話になっ

た。 

調査箇所を表－１および図－１に示す。 

 

 

 

 

日程 調査箇所 主な内容 

12 日 鬼
おん

谷川
たにがわ

 石積み堰堤、部分透過型堰堤 

真名川 アーチ型ダム 

下黒谷
しもくろだに

地区 雪崩防護壁 

飯降
い ふ り

地区 雪崩減勢工 

13 日 経座
きょうざ

谷川
たにがわ

、座禅
ざ ぜ ん

谷川
だにがわ

 

(宝慶
ほうきょう

寺
じ

地区) 

ダブルウォール・不透過型堰堤、 

渓流保全工 

蔵作
くらつくり

川
がわ

 

(旧美山
み や ま

地区) 

ダブルウォール・不透過型堰堤、 

渓流保全工 

金谷川
か な た に が わ

、間谷川
ま た に が わ

、 

須別当川 

(鯖江市金谷地区) 

床固工、不透過型堰堤 

三ツ俣川 

(鯖江市東部地区) 

ダブルウォール・不透過型堰堤、 

透過型堰堤、急傾斜崩壊防止対策 

岩窟
がんくつ

谷川
だにがわ

 不透過型堰堤 

14 日 岡本川 アーチ型堰堤 

神宮川 流路工、地すべり対策工 

白
しょう

狐
かん

保川
ぽ が わ

 透過型堰堤(小礫対応 格子形) 

赤谷川 石積み堰堤(アカタン砂防) 

高倉
こうくら

谷川
だにがわ

 石積み堰堤(高倉谷川砂防堰堤群) 

15 日 糠
ぬか

川
がわ

 河川トンネル 

越前海岸 落石対策 

 

 

 

 

表 1 調査対象一覧表 
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飯
降
地
区

下
黒
谷
地
区

宝
慶
寺
地
区

鬼
谷
川

真
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蔵
作
川
 

鯖
江
市
東
部
地
区

鯖
江
市
金
谷
地
区

岩
窟
谷
川
 

赤
谷
川

高
倉
谷
川
 

白
狐
保
川

岡
本
川

神
宮
川

糠
川
 

越
前
海
岸
 

図
1
 
調
査
位
置
図
 

国

国
土
地
理
院
地
図
よ
り
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2．調査内容 

 
 (1)鬼

おん

谷川
たにがわ

堰堤 

a．鬼谷川堰堤施工の経緯 

鬼谷川は福井県大野市に分布し、

嶺北地方を流れる 1 級河川九頭竜川

の支流である。 
明治 4 年の廃藩置県以降、九頭竜

川流域では無秩序な森林伐採や焼畑

により荒廃が進み、豪雨の度に土砂

災害や河道閉塞が発生していた。そ

こで明治 30 年、県内初の砂防事業と

して、九頭竜川支流の鬼谷川下流部

に石積み堰堤が施工された。 
 
b．鬼谷川堰堤の特徴 

 鬼谷川堰堤は、石積みの本堰堤と副堰堤からなる。施工当時はコンクリートが無い為、φ1m 大

の巨石を緩勾配で積み上げて建造されている。石積み堰堤のため自然と調和し、景観が良い。県

内最古の堰堤として、平成 15 年に登録有形文化財に登録された。 
 
 

大野市

九頭竜川支流真名川

鬼谷川堰堤

国土地理院地図より
図 2.1.1 鬼谷川堰堤位置図(大野市) 

写真 2.1.1 鬼谷川堰堤全景 写真 2.1.2 砂防工記念碑 

写真 2.1.3 登録有形文化財記念碑 

(平成 28年 7月 12日撮影) 

参考資料：福井県ホームページ http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sabo/ontanisabo.html,2016 年 7 月 

鬼谷川
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c．鬼谷川堰堤上流の堰堤 

鬼谷川堰堤の上流部にも堰堤が施工されている。平成 23 年に施工された部分透過型堰堤で、堤

高 6m、堤長 36m となる。景観保護のため下流側法面に木製パネルが設置されている。既設の石

積み堰堤を副堰堤、第二副堰堤としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)真名川ダム 

a．真名川ダム建設の経緯 

九頭竜川支流の真名川に設置さ

れたダムである。 
昭和 49 年 9 月に発生した奥越豪

雨 (最大日雨量 844mm、総雨量

1,044mm)と台風 24 号により、九

頭竜川水系各所で土砂災害が発生

した。真名川下流地域の佐
さ

開
びらき

地区

の被災状況を図 2.2.2 に示す。そこ

で同年、真名川でのダム群建設が計

画され、昭和 42 年に着手された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料：国土交通省近畿地方整備局(2014)：真名川ダム定期報告書(案)概要版

参考資料：国土交通省近畿地方整備局(2001)：九頭竜川流域誌 

木製パネル

副堰堤

第二副堰堤

国土地理院地図より

図 2.2.1 真名川ダム位置図(大野市) 

国土交通省九頭竜川流域誌より 

図 2.2.2 昭和 49 年奥越豪雨時の大野市佐開地区の被災状況 

写真 2.1.4 鬼谷川堰堤上流の部分透過型堰堤

(平成 28 年 7 月 12 日撮影)

写真 2.1.5 副堰堤と第二副堰堤(既設堰堤)

真名川ダム

鬼谷川堰堤

佐開地区 大野市
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b．真名川ダムの特徴 

堤高 127.5m、堤長 357m のアーチ型ダムである。アーチ型ダムは重力式コンクリートダムと

比較して少量のコンクリートで施工が可能であるが、硬質な岩盤に根入れが必要となるため、支

持力の小さい地質では施工が不可能である。 
真名川ダムの利用目的は、洪水調整、河川維持用水、発電となる。河川維持用水の放流は噴水

として下流に放流される。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 減勢工

噴水

写真 2.2.5 下流への放流状況

写真 2.2.1 真名川ダム全景 

写真 2.2.3 貯水状況 

写真 2.2.6 真名川ダムの銘板 

写真 2.2.2 真名川ダム全景② 

写真 2.2.4 インクライン(左)、表面取水設備(右)

(平成 28 年 7 月 12 日撮影)
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(3)下黒谷
しもくろだに

地区の雪崩対策 

a．下黒谷地区雪崩対策の経緯 

大野市の西部に位置する下黒

谷地区では、昭和 2 年に数回の表

層雪崩が発生し、多数の死者が出

た。昭和 56 年の豪雪時でも人的

被害は無かったものの、表層雪崩

が発生している。そこで福井県は

平成 4 年から雪崩対策として雪

崩防護壁施工に着手し、平成 8 年

に完成している。 
下黒谷地区のほかにも、上黒谷

かみくろだに

地区に 2 ヶ所、飯降
い ふ り

地区に 1 ヶ所

の雪崩防護壁が施工されている。 
 
b．雪崩防護壁の特徴 

下黒谷地区の雪崩防護壁は高さ 15.5m、長さ 300m となり、地域住民の要望により羅漢像のレ

リーフが設置されている。現在は雪崩防護壁背後に森林が広がっているため、雪崩の発生は減少

していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.3.1 雪崩防護壁全景(南側より望む) 写真 2.3.2 雪崩防護壁全景(北側より望む)

写真 2.3.3 羅漢像レリーフ 写真 2.3.4 雪崩対策の経緯 

(平成 28 年 7 月 12 日撮影)

国土地理院地図より

図 2.3.1 雪崩防護壁位置図(大野市) 

下黒谷

上黒谷

飯降

大野市
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c．飯降
い ふ り

地区の雪崩対策 

下黒谷地区の北部に位置する飯降地区では、

大正 7 年、昭和 2、11、38 年に表層雪崩が発生

した。そこで飯降集落を保全するために昭和 60
年から平成 20 年にかけて雪崩対策事業が行わ

れた。対策工として雪崩防護壁工、雪崩減勢工、

雪崩予防柵工が施工されている。 
 
 
 

d．その他の雪崩被害(三八・五六豪雪)について 

昭和 38 年 1 月、東北から北陸・山陰

地方の日本海側各地で豪雪が発生した。

例年より強い寒波が 1 ヶ月間停滞し、福

井県内の最深積雪は 213cm を記録した。

勝山市横倉では表層雪崩が発生し、14
名が生き埋めとなり死亡し、福井県全体

では 25 名の死者が出た。また、昭和 55
年 12 月末から翌年の 2 月下旬にかけて

東北・北陸地方を中心に記録な豪雪が発

生し、福井県内で 13 名の死者が出た。 
これらは豪雪の発生年号から「三八・

五六豪雪」と呼ばれている。豪雪・雪崩

被害を受け、福井県では昭和 60 年から雪崩対策事業が開始された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪崩減勢工

写真 2.3.5 飯降地区雪崩減勢工

(平成 28 年 7 月 12 日撮影)

参考資料：国土交通省近畿地方整備局(2001)：九頭竜川流域誌

勝山市横倉

国土地理院地図より

図 2.3.2 勝山市横倉位置図 

国土交通省九頭竜川流域誌より 

図 2.3.3 三八豪雪状況(福島市)
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(4)宝慶寺
ほうきょうじ

地区の砂防施設 

a．福井豪雨時の宝慶寺地区周辺の被害 

平成 16 年 7 月 18 日に福井県

に梅雨前線が停滞し、嶺北北部を

中心に激しい豪雨が発生した。福

井市美山観測所では最大時間雨

量 96mm、最大日雨量 283mm を

記録した。大野市では死傷者は出

なかったものの、宝慶寺地区を流

れる九頭竜川支流の経座
きょうざ

谷川
だにがわ

、

座禅
ざ ぜ ん

谷川
だにがわ

で土石流が発生し、宝慶

寺や下流地域の道路に甚大な被

害をもたらした。土石流対策とし

て、経座谷川に 2 基、座禅谷川に

1 基の砂防堰堤が施工された。 
 
b．施工された対策工 

経座谷川 1 号堰堤(堤高 9m、堤長 57.6m)、経座谷川 2 号堰堤(堤高 7m、堤長 42m)、座禅谷川

1 号堰堤(堤高 6m、堤長 50.4m)の 3 基が施工された。すべてダブルウォール型の堰堤で、下流側

法面はエキスパンドメタル、上流側法面は鋼製矢板が設置され、天端はコンクリートで保護され

ている。内部は掘削土が使用され、比重が小さいため、堰堤の断面積が大きい。また比重が小さ

いため、支持力の小さい地盤に施工が可能である。 
 座禅谷川砂防堰堤の下流には床固工及び底張りをした三面張りの渓流保全工が施工されている。

急勾配かつ川幅が狭いため、渓床にもコンクリートを張った構造となっている。 
 

国土交通省九頭竜川流域誌より

図 2.3.4 五六豪雪状況(福島市)

参考資料 ： 福井県ホームページ http://www.pref.fukui.jp/doc/okuetu-doboku/saboujigyou.html,2016 年 7 月 
     国土交通省(2004)：福井豪雨 

国土地理院地図より

図 2.4.1 宝慶寺位置図(大野市) 

九頭竜川支流清滝川

宝慶寺

大野市
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パネルに合わせて階段状

写真 2.4.1 経座谷川 1号堰堤全景

(平成 28 年 7 月 12 日撮影) 

岩盤に擦り付けている

写真 2.4.2 エキスパンドメタル

写真 2.4.3 経座谷川 2号堰堤全景 写真 2.4.4 座禅谷川 1堰堤遠景

堰堤

写真 2.4.5 座禅谷川 1号堰堤下流の渓流保全工 写真 2.4.6 経座谷川 1堰堤銘板 

写真 2.4.7 災害跡
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(5)旧美山
み や ま

地区の砂防施設 

a．福井豪雨時の美山地区周辺の被害 

平成 16 年の福井豪雨時、旧美山町の蔵作
くらつくり

川
がわ

、稗
ひえ

苗
なえ

川
がわ

、上良川
あ げ ら が わ

では土石流や天然ダムの決壊が発生し、

旧美山町全体で 97 戸の家屋倒壊、305 戸の家屋浸

水が発生し、5 名の死傷者・行方不明者が出た。そ

こで美山町蔵作地区では、蔵作川下流部に 1 基、稗

苗川下流部に 4 基(2 基は床固工)、上良川下流部に 2
基の砂防堰堤、蔵作川下流部に渓流保全工が施工さ

れた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b．施工された対策工 

 蔵作川に施工された対策を以下に示す。 
○蔵作川 1号砂防堰堤 

ダブルウォールの不透過型堰堤で、下流側法

面はエキスパンドメタル、上流側法面は鋼製矢

板が設置され、天端はコンクリートで保護され

ている。内部は掘削土が使用され、比重が小さ

いため、堰堤の断面積が大きい。また比重が小

さい為、支持力の小さい地盤に施工が可能であ

る。 

国土地理院地図より 

図 2.5.2 旧美山地区位置図(大野市)

蔵作川

稗苗川
上良川

大野市

国土交通省(2004)福井豪雨より

図 2.5.1 福井豪雨時美山地区周辺の状況

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

写真 2.5.1 上流側鋼製矢板 

参考資料 ： 国土交通省(2004)：福井豪雨 
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○蔵作川渓流保全工 

蔵作川下流部では、全長 631m にわたって床固工及び底張りをした三面張の渓流保全工が施工

されている。景観保護のため護岸工には化粧型枠が設置されている。渓流保全工により河床勾配

を緩め、土砂流出を軽減している。 
  
 
 

写真 2.5.2 蔵作川 1号砂防堰堤全景

(平成 28 年 7 月 13 日撮影) 

写真 2.5.3 蔵作川渓流保全工 
床固工の全景。側壁は流水により洗掘され

ないよう道路側に据え付けられている。護岸
工には化粧型枠が設置されている。 

化粧型枠

床固工
水叩き

垂直壁

写真 2.5.4 稗苗川と蔵作川の合流部 
蔵作川と比較して稗苗川の流量が少ない。

合流部での逆流防止のため、稗苗川の方が高
くなっている。 

稗苗川 蔵作川

写真 2.5.5 蔵作川渓流保全工② 
カーブ曲線部の凸部(左岸側)の水位が高く

なるため、渓流保全工も左岸側が高い造りに
なっている。 

写真 2.5.6 稗苗川と蔵作川の合流部 
橋梁の余裕高分は盛土壁でよいが、背後の

家屋の不安定化を防ぐため、コンクリート壁
としている。 

右岸に比べ高い 背後に家があ
るためコンク
リートに 

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

側壁

カーブ
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(6)鯖江市の砂防施設 

a．福井豪雨時の鯖江市の被害 

平成 16 年の福井豪雨時、旧美

山地区に隣接する鯖江市におい

ても多くの土砂災害が発生した。

鯖江市では 127 戸の家屋倒壊、

960 戸の家屋浸水が発生し、14
人の死傷者が出た。そこで鯖江市

では対策として、複数の床固工や

砂防堰堤を施工している。 
 
 

 
 

b．金谷地区で施工された対策工 

金谷地区では金谷川床固工、間谷川堰堤、須別

当川堰堤が施工されている。 
金谷床固工、不透過型堰堤の間谷川堰堤ともに

下流側の護岸工に化粧型枠が設置されている。 
 
 
 
 

 
須別当川堰堤は本堰堤、副堰堤、第二副堰堤からなる。本堰堤と第二副堰堤は不透過型堰堤、

副堰堤は部分透過型堰堤となり、第二副堰堤のみ天端の幅が小さい特殊な造りとなっている。 
須別当川は間谷川と比較して流量が少ない。合流部での逆流防止のため、須別当川の方が高く

なっている。間谷川は道路の下を通るため、ボックスカルバートを設置している。 
 
 
 
 

須別当川

間谷川

金谷川

間谷川須別当谷川

写真 2.6.1 金谷川床固工全景
(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

床固工

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

写真 2.6.2 須別当川堰堤全景 写真 2.6.3 須別当川と間谷川の合流部 

三ツ俣川

鯖江市

国土地理院地図より
図 2.6.1 鯖江市調査位置図 
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c．東部地区で施工された対策工 

 鯖江市東部地区に分布する三ツ俣川には、三ツ俣川第 1 砂防堰堤、三ツ俣川第 2 砂防堰堤が施

工されている。三ツ俣川第 1 砂防堰堤はダブルウォールの不透過型の本堰堤、透過型の副堰堤、

三ツ俣川第 2 砂防堰堤は透過型堰堤となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7)急傾斜対策 

急傾斜とは傾斜角が 30 度以上である土地を指し、急傾斜の崩壊から家屋等の保全対象を守るた

め、対策工等必要な措置を講じる必要がある。鯖江市では急傾斜崩壊防止対策として落石防護柵

と重力式擁壁工が確認された。 
 
 
 
 

写真 2.6.4 土石流で流出したと考えられる巨礫 

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)

写真 2.6.5 三ツ俣川第 1砂防堰堤 写真 2.6.6 三ツ俣川第 2砂防堰堤 

(平成 28 年 7 月 13 日撮影)
写真 2.7.1 落石防護柵と重力式擁壁工 
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(8)岩窟
がんくつ

谷川
だにがわ

砂防堰堤 
平成 16 年の福井豪雨時、越前市

柳
やなぎ

元町
もとまち

においても多くの土砂災害

が発生し、24 戸の家屋が倒壊等の

甚大な被害を受けた。そこで対策と

して、平成 18 年に九頭竜川支流の

岩窟谷川において、砂防堰堤が施工

された。岩窟谷川砂防堰堤は堤高

11m、堤長 93m の不透過型堰堤で、

堰堤直下に保全対象の家屋が存在

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9)岡本砂防堰堤 

a．岡本砂防堰堤施工の経緯 

 九頭竜川支流の岡本川の上流

部では、山腹の荒廃が激しく、

下流地域の人家や耕地で土砂災

害が頻発していた。また、下流

地域の今立町
いまだてちょう

岡本地区は和紙

の生産が盛んに行われているが、

渇水期に深刻な水不足となり、

和紙の生産に打撃を与えていた。

そこで、下流地域への土砂災害

防止と貯水の有効利用を目的と

して、昭和 53～60 年にかけて

岡本砂防堰堤が施工された。 
国土地理院地図より

図 2.9.1 岡本砂防堰堤位置図(越前市) 

岡本砂防堰堤 

越前市

図 2.8.1 岩窟谷川砂防堰堤位置図(越前市) 

岩窟谷川砂防堰堤九頭竜川支流水間川

岩窟谷川

(平成 28年 7月 13日撮影)

写真 2.8.1 岩窟谷川砂防堰堤全景 写真 2.8.2 下流域の家屋(保全対象) 

国土地理院地図より

越前市

九頭竜川 
支流鞍谷川

岡本川

堰堤
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b．岡本砂防堰堤の特徴 

 岡砂防堰堤は堤高 25m、堤長 113m のアーチ型堰堤である。貯水を

有効利用するため水通し穴が無く、取水用のパイプが設置されている。

下流の水路はブロックの三面張りにより、護岸工の洗掘や横転を防い

でいる。 
平成 24 年の集中豪雨時、流木が下流に流出したため、透過型の副

堰堤が施工された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10)神宮川流路工 

a．神宮川流路工施工の経緯 

越前市大滝町に分布する神宮

川の上流は荒廃し、崩壊や侵食

が多発していた。平成 10 年 7
月の集中豪雨時、土石流により

神宮川流域は多大な被害を受け

たことから、翌年から整備が進

められた。 
対策工として、上流域に 2 基

の砂防堰堤、下流域に 502m(う
ち函渠部 312m)の流路工が施工

された。平成 16 年の福井豪雨

の際は神宮川流域で土石流が発

生したが、上流域の砂防堰堤が

土砂および流木を捕捉し、下流

域への被害を軽減した。 

パイプ 

副堰堤

神宮川 

国土地理院地図より

図 2.10.1 神宮川位置図(越前市) 

越前

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.9.1 岡本砂防堰堤銘板 

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.9.2 岡本砂防堰堤全景 写真 2.9.3 副堰堤全景 

岡本川
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b．神宮川流路工の特徴 

○砂溜め工 

上流の透過型堰堤で土砂や流木を捕捉した後、

流路工の函渠部に石礫を流下させないよう、砂

溜め工を設置している。 
 
 
 
 
 
 
○流路工開渠部 
床固工及び底張りをした三面張りの流路工であり、開渠部は全長 190m となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○流路工函渠部 

国の重要文化財「大滝神社」の参道があるため、流路工は道路下に施工された。函渠部は全長

312m となる。函渠部の吐口部では岡本川と合流している。神宮川に比べて岡本川の流量が少な

いため、合流部では逆流防止のため、岡本川の方が高くなっている。函渠内部の流入土砂除去等

の維持管理のため、函渠中央部に進入通路が設置されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.10.1 上流側砂溜め工全景
(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.10.2 床固工 

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.10.3 流路工開渠部 

写真 2.10.4 函渠部呑口部 写真 2.10.5 維持管理のための進入通路 

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

神宮川
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c．越前市大滝町の地すべり対策 

大滝町の斜面にて地盤変動が発生したた

め、平成 13～15 年にかけて、抑制工として

地下水排除工、抑止工として杭工、アンカー

工、擁壁工が施工された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.10.6 函渠内部の状況 写真 2.10.7 神宮川と岡本川の合流部 

神宮川

写真 2.10.8 函渠部地上の状況 
 大滝神社参道の下を神宮川が流下している。
側溝を設置することにより道路下に水路がある
ことを認識させるほか、安らぎの効果を与えて
いる。 

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.10.9 地すべり対策箇所全景 

図 2.10.2 大滝町地すべり警戒区域 

福井県 HP より

岡本川

神宮川
側溝

(平成 28 年 7 月 14 日撮影) 
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(11)白
しょう

狐
かん

保川
ぽ が わ

砂防堰堤 

平成 16 年の福井豪雨時、越前市中津山に分

布する白狐保川にて土石流が発生し、10 戸の

家屋に浸水の被害が発生した。そこで平成 21
年、砂防堰堤の施工が計画されたが、施工にあ

たり以下の課題が浮上した。 
・ 急勾配のため、一般的な不透過型では

十分に土砂が捕捉できない。 
・ 小礫が多く、透過型では礫が捕捉でき

ない。 
・ 家屋直上の唯一の堰堤のため、十分な

安全性が必要。 
 
 
急勾配への対応として、不透過型堰堤では堤高 14.5m に対して土砂捕捉率が 30%であるのに対

し、透過型は堤高 10.5m に対し 100%の土砂が捕捉できるため、透過型堰堤を採用した。小礫の

対応として、単純に格子間隔を狭くすると無害土砂まで補足してしまうため、透過型の格子にリ

ングネットを併用した「小礫対応 格子形」という全国初の新技術を採用した。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)アカタン砂防 

a．アカタン砂防施工の経緯 
明治 28～30 年にかけて、赤谷川で集中豪雨による土砂災害が頻発した。赤谷川には大量の土

砂や流木が堆積し、下流の田倉川に流出すると甚大な被害となるため、明治 32 年より 9 基の堰堤

が施工された。9 基のうち、2 基(九号堰堤、八号堰堤)は土堰堤で、他は石積み堰堤である。アカ

タン砂防は平成 16 年に登録有形文化財に指定されている。 
 
 

(平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.11.1 白狐保川砂防堰堤全景 

国土地理院地図より

図 2.11.1 白狐保川砂防堰堤位置図(越前市)

白狐保川砂防堰堤

越前市

写真 2.11.2 併設されたリングネット 
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b．アカタン砂防の特徴 

アカタン砂防の特徴は、φ40～50cm の礫が亀甲積みで積まれており、片岸の露岩部に水通し

や導流堤がある。φ100～150cm の礫が敷き詰められた水叩きがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.12.4 松ヶ
ま つ が

端
はな

堰堤 
奥の東堰堤の約160m上流に位置する空石

積み堰堤である。堤高 7m、堤長 27m で、24m
の導流堤が直角に取付けられている。水通し
部は左岸の露岩部に設置されている。 

九号堰堤
八号堰堤

奥の東堰堤

松ヶ端堰堤

大平口堰堤

大平ナベカマ堰堤

大平ミズヤ下堰堤

大平ミズヤ上堰堤

大平中堰堤 

写真 2.12.1 九号堰堤 
最下流の堰堤で、堤高 6m、堤長 72m とな

る。上流には水田、下流には林が分布している。
水通し部は左岸の露岩部に設置されている。 

写真 2.12.2 八号堰堤 
九号堰堤の約700m上流に位置し、堤高11m、堤長112m

となる。アカタン砂防の中で最大規模の堰堤である。水通
し部は右岸の露岩部に設置されている。 

写真 2.12.3 奥
おく

の東
ひがし

堰堤 
八号堰堤の約570m上流に位置する空石積

み堰堤である。堤高 8m、堤長 25m で、21m
の導流堤が直角に取付けられている。水通し
部は右岸の露岩部に設置されている。 

国土地理院地図より 

図 2.12.1 アカタン砂防位置図
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(13)高倉
こうくら

谷川
だにがわ

砂防堰堤 

明治 28 年 9 月の豪雨時に土石流が発生し、西高倉、東高倉、立成の峡谷に散在していた耕地を

埋め尽くしたとされている。そこで明治 33～39 年にかけて 12 基の堰堤が施工された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.13.4 大成
おおなり

口
ぐち

堰堤 
高倉谷川に施工されている巨石を積み上

げた石積み堰堤である。 (平成 28 年 7 月 14 日撮影)

写真 2.13.1 西高倉
にしこうくら

堰堤 
西高倉谷川の狭窄部に位置し、堤高 9.3m、堤

長 19m。巨石を積み上げた石積み堰堤である。 

写真 2.13.2 谷中堰堤 
高倉谷川に施工されている巨石を積み上

げた石積み堰堤である。 

写真 2.13.3 立
たて

成
なり

1 号堰堤 
立成谷に施工されている巨石を積み上げ

た石積み堰堤である。 

国土地理院地図より
図 2.13.1 高倉谷川砂防堰堤位置図

殿入口堰堤 
西高倉堰堤

谷中堰堤

大成口堰堤

大成堰堤

立成 1号堰堤

立成 2号堰堤

立成 3号堰堤

立成 4号堰堤

若杉堰堤

小草堰堤 

大草堰堤 
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 水通し部が片岸にあるアカタン砂防と違い、高倉谷川砂防堰堤の水通し部は中央部にある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(14)糠
ぬか

川
がわ

河川トンネル 

a．糠川の河川改良について 

南越前町旧河野村を流れる 2 級河川糠

川は、急峻な地形を蛇行する河川で、頻繁

に洪水が発生していた。一方、国道 305
号に通じ、糠川沿いに施工されていた主要

地方道福井大森河野線は、幅員が狭くかつ

蛇行しているため、大型車の通行が困難と

なっていた。そこで、糠集落は地形上宅地

に余裕がないため、河川トンネルによる河

道付替と、河川跡地を利用した道路の拡幅

を昭和 48～62 年にかけて実施した。 
 
b．糠川河川トンネルの特徴 

 河川付替のため、開水路 153m、沈砂池 3 箇所、河川トンネル 414m が施工された。道路改良

工事は 820m の範囲で行われている。 
 写真 2.14.1 に示す沈砂池には、河川トンネルへの流木の流入を防止するため、鋼管製の流木止

めが設置されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.14.1 鋼管製の流木止め 

国土地理院地図より

糠川

図 2.14.1 糠川位置図(南越前町) 

南越前町

写真 2.14.2 沈砂池 

写真 2.12.5 アカタン砂防(九号堰堤) 写真 2.12.6 高倉谷川砂防(立成 1号堰堤) 

水通し部

水通し部

(平成 28年 7月 14日撮影)

(平成 28年 7月 15日撮影)
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(15)国道 305 号の落石対策工 
国道 305 号は石川県金沢市から福井県南条郡越前町を結ぶ主要幹線道路である。当該道路は沿

岸部の急峻な地形に沿っており、落石等の事故が多発しているため、多数の落石防止対策が講じ

られている。 
 国道 305 号に確認された対策工を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2.15.1 落石防護柵＋重力式擁壁工 写真 2.15.2 落石防護棚 

写真 2.15.3 吹付法枠工、モルタル吹付＋鉄筋挿入工 写真 2.15.4 アンカー工 

写真 2.14.3 河川トンネル吐口部
(平成 28 年 7 月 15 日撮影) 
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(平成 28 年 7 月 15 日撮影)

写真 2.15.5 ポケット式落石防護網 写真 2.15.6 覆式落石防護網 
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3)平成 28 年 8 月 29 日～9 月 1 日：北海道 

8 月 29 日～9月 1日に、北海道で行われている火山砂防事業や札内川流域で行われている直轄 
砂防事業について、計画、設計、施工、維持管理の実際を確認するため、教員 1 名と院生 4 名が

調査を行った。 
 
1.札内川 
 
1）戸蔦別川第 2 号砂防堰堤 
戸蔦別川第 2 号砂防堰堤は平成 26 年に着手し、平成 29 年完成予定のコンクリート重力式スリ

ット砂防堰堤である。 
本堰堤ではスリット部を流下する水や土砂による摩耗から保護するため、ラバースチールを設

置している。ラバースチールはゴムと鋼板からなる複合構造で鋼板はゴムの下方に埋設され、露

出がないようにゴムで完全被覆一体化した構造で、高い耐久性が期待できる。 

  
       
2）戸蔦別川第 1 号砂防堰堤 
戸蔦別川第 1 号砂防堰堤は戸蔦別川における直轄砂防堰堤の最下流に位置する。 

 昭和 62 年に着手し、平成 2 年に完成。ニジマス等生息しているため、右岸側に魚道が設置され

ている。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上流側より堰堤右岸部を望む 下流側より堰堤右岸部を望む 

右岸の魚道 
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3）戸蔦別川床固工群 
 昭和 63 年から着手し、平成 22 年度に完成。第 1～15 床固工の計 15 基が設置されている。 
戸蔦別川には、大量の不安定土砂があるため、床固工を連続して設置して群として効果を発揮

している。 
 

 
  
 
2.十勝岳 
 
1）上富良野開拓記念館 
 上富良野町は、1926 年の十勝岳噴火により、融雪型火山泥流が発生し、死者・行方不明者 144
名もの甚大な被害を受けた。上富良野開拓記念館は、大正泥流被害からの復興の努力、また開拓

の歴史を後世に語り継ぐために建てられた。 
 記念館の中には、泥流の被害状況に関する写真や泥流発生時の村長である吉田貞次郎に関する

資料や、開拓時に三重県の津市から上富良野の地に入植し、生涯を上富良野の発展に尽くした田

中常次郎に関する展示物が展示してある。また、記念館の敷地には三浦綾子の小説「泥流地帯」

の記念文学碑がある。 
 

   
         

         

戸蔦別川第 6 床固工 

上富良野開拓記念館の外観写真 「泥流地帯」の記念文学碑  
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2）富良野川上流部  
 富良野川では、活火山である十勝岳周辺からの土砂流出や火山泥流への対策として、大規模な

砂防事業が行われている。 
 今回は台風 10 号の接近のため天候が悪く、上流の堰堤群のみの調査となった。 
 

  
 
 
3）十勝岳火山砂防情報センター（VOLGA） 
十勝岳火山砂防情報センター（VOLGA）では十勝岳の火山泥流の発生を 24 時間体制で監視す

ると共に、パネルや模型などの展示をしており、火山砂防事業について住民、観光客に情報発信

している監視施設兼学習施設である。また、火山泥流発生時には、白金温泉街の一時避難所とな

るため高台に位置しており、白金温泉街から VOLGA への経路には、シェルター付きの避難路も

設置されている。 
  

   
       

 
 

 

橋より上流部分の富良野川床固工橋の上から富良野川床固工を望む 

シェルター付きの避難路 十勝岳火山砂防情報センター（VOLGA） 
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3.有珠山 
 
 1977 年の噴火時には山麓 12 渓流において砂防施設を整備された。 
 これらの施設は、火山活動に伴う地殻変動に対してある程度追従できること、有珠山周辺に地

耐力の弱い地盤であることを考慮し、鋼製自在枠や二重鋼矢板堰堤、鋼製スリット堰堤などであ

る。2000 年の噴火時においては、金比羅山火口付近に位置する堰堤が多少変形しても地形変動に

追従し、熱泥流を捕捉し、温泉街への被害を軽減させた。2000 年噴火後には、金比羅山火口群が

温泉街に近接しているため、谷の出口付近に新たな大規模な遊砂空間を設けている。 

 
 

 

有珠山周辺地図（Google map に加筆）

2000 年噴火後における西山川・小有珠川における砂防事業（有珠山の砂防パンフレットより）
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1）西山川 
洞爺湖ビジターセンターの直上流にある西山川 7 号砂防ダムの天端台から、西山川 8 号砂防ダ

ムや導流提、遊砂地や町営桜ヶ丘団地、やすらぎの家などの河口部における砂防施設や遺構が一

望できる。町営桜ヶ丘団地は金比羅山火口からあふれ出た熱泥流によって 1 階部分が埋没し、ま

た、町営公衆浴場である「やすらぎの家」においては、金比羅山斜面の流路工からあふれ出た熱

泥流によって 1 階部分の内部奥まで泥流に埋め尽くされた。溢れ出た熱泥流は国道 230 号に架か

っていた「木の実橋」を持ち上げ、約 100m 下流に押し流した。 
西山川 7 号砂防ダムと西山川 8 号砂防ダムは鋼矢板を用いたダブルウォールタイプである。 

  

  
やすらぎの家（写真左）                 町営桜ヶ丘団地（写真左）および 

西山川 8 号砂防ダム（写真中央） 
 
西山川 7 号砂防ダムは、前庭部を保護する水叩工が設けられている。また、水通し部の表面は

化粧型枠が用いられている。  

  
西山川 7 号砂防ダム                
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2）小有珠川 
小有珠川 6 号砂防ダムは鋼矢板を用いたダブルウォールタイプで、その表面を間伐材によって

覆い、景観に配慮している。ダブルウォール内には現地発生土が用いられている。 

  
         
 

3）源太川 
噴火災害を次世代に伝えるために、噴火に伴う地盤変動により倒壊した病院の建物が保存され

ている。有珠山噴火史の解説板が設置され、火山遺構公園として整備されている。病院の東側に

は源太川砂防ダムが整備されている。 
 

 

  
             

 
  

               
 

景観保護のための間伐材 小有珠川 6 号砂防ダム 

三恵病院の倒壊状況 源太川の砂防指定地表示板  

─ 70 ─



71 
 

 
4）昭和川 
昭和新山へ向かう道道が横過する昭和川には、道道の上流側には砂防ダム、下流側には沈砂池

が設けられている。上流側の堰堤は景観に配慮し、自然の岩を模して造られている。  
 

  
昭和川沈砂池                昭和川砂防ダム 

5）昭和新山 
1943 年～1945 年の噴火活動によって溶岩ドームが形成され、昭和新山と命名された。当時郵

便局長であった三松正夫氏は、昭和新山が形成される過程を定点測量によって観測し、ミマツダ

イヤグラムを作成した。調査当日は台風 10 号の影響により三松正夫記念館は閉館していた。 
 

 
昭和新山 
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6）西山火口山麓 

2000 年噴火の後に、有珠山北西山麓火口群周辺に整備された南北に延びる全長 1.8km の散策

路がある。散策路上には地盤の隆起に伴う正断層の落ち込みで生じた地溝（グラーベン）が、階

段状の道路の段差という形で見られた。2000 年噴火時に有珠山北西山麓の主要交通路であった国

道 230 号線が約 70m 隆起した。そのため、噴火湾側に下り勾配であった道路が破壊され、上り勾

配が生じ融雪水や地下水、雨水などがたまり、「西新山沼」が形成された。 
散策路の第 1・2 展望台周辺には高温の地熱帯が広がっており、散策路外に出ることはできない。

第 2 展望台には複数の観測測器が設置されている。 
地殻変動による隆起や地割れによって変形した製菓工場、倒壊した民家や折れた電柱などが散

策路の過程で見ることができる。 
 

  
               

  

             
  
          

 
 

西新山沼 国道 230 号の地形隆起の概念図

第 2 展望台付近の噴火口 陥没した散策路上のグラーベンの様子  
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7）台風 10 号による倒木状況 
 平成 28 年 8 月 28 日から 9 月 1 日までの調査期間中、台風 10 号が日本列島に襲来していた。

北海道にも上陸し河川の氾濫、家屋の停電、倒木被害などの甚大な被害をもたらした。  
                  

 

 

四十三山の風倒木の状況① 四十三山の風倒木の状況② 
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4)平成 28 年 9 月 5 日～9月 6 日：富山県中新川郡立山町 

9 月 5 日～9月 6日に、教員 1 名と院生 5 名が、常願寺川流域および立山砂防事務所管内にお 

 いて、立山カルデラに起因する災害痕跡や現在実施されている砂防事業を調査し、砂防事業の

計画・設計・施工に関する知識を深めた。調査にあたり現地を案内していただいた立山砂防事

務所の皆さまには大変お世話になった。 

 

調査位置図（背景図：電子国土 Web） 
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調査内容 

 9 月 5 日は、常願寺川流域を調査した。常願寺川周辺では安政 5 年（1858 年）4 月 9 日に発生

した飛越地震に伴う土石流痕跡として大転石 3 か所を調査した。いずれも巨大なものであり、土

石流の凄まじさを物語っている。常願寺川は日本国内においても随一の急流河川であり、古くか

ら治水工事が行われてきた。本調査では佐々堤、水制群、霞堤を調査した。これらの治水工事の

効果で、常願寺川流域の安全が確保され、また、豊かな水資源を得ることができる。治水と利水

を兼ねた堰施設として横江堰堤、対岸に水を運ぶ常願寺川沿岸用水左岸連絡水路橋、エネルギー

を作り出す常西公園小水力発電施設を調査した。立山周辺では、日本一の貯砂量を持つ本宮堰堤、

常願寺川で建設された最初の大型スリット堰堤である津之浦下流砂防堰堤を調査した。 

 

 9 月 6 日は立山砂防事務所管内を調査した。立山砂防事務所に隣接して立山カルデラ砂防博物

館があり、立山の成り立ちや立山で実施されている砂防事業などについて学ぶことができる。水

谷出張所がある水谷平までは資材・人員輸送用の立山砂防工事専用軌道で移動した。移動途中、

妙寿砂防堰堤では流出土砂を制御するために試験的に施工された可動式シャッターを確認した。

水谷平はかつては侵食が顕著であったが、昭和 61 年から実施された山腹工の効果で、現在は木々

が生い茂っていた。副堰堤 7基合わせて日本一の高さ 108m を誇る白岩砂防堰堤は立山カルデラの

出口を守る役割を果たす重要な施設である。施設の右岸側岩盤では亀裂が発見されたため、岩盤

内部に掘った 2か所のトンネルに反力をとったアンカー工が施工されている。平成 21 年に完成し

た湯川 12 号堰堤は土石流による損傷を防止するために、現地発生土砂と練石を用いた袖部保護工

が施されていた。 
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佐々堤                西大森の大転石 
 

 

大場の大転石             西の番の大転石 

 

 

水制群                 霞堤 

 

水制工

佐々堤
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常西公園小水力発電        常願寺川沿岸用水左岸連絡水路橋 

 

横江堰堤（固定部）          横江堰堤（可動部） 

 

 

横江堰堤（流木捕捉状況） 
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本宮堰堤（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本宮堰堤（2） 

第 2 副堰堤

第 3 副堰堤

第 4 副堰堤第 5 副堰堤

主堰堤 

第 1 副堰堤 
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津之浦下流砂防堰堤 

 

立山周辺ジオラマ             立山周辺ジオラマ 

 

跡津川断層 
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トロッコ                軌道と法面対策  

 

 

妙寿砂防堰堤              可動式シャッター部 

可動式シャッター 

旧スリット部
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山腹工          参考：昭和 61 年ごろの水谷平 

 

白岩堰堤前景                  堤銘板 

 

白岩堰堤より下流側を望む        白岩堰堤より上流側を望む 

水谷平

山腹工による 
植生回復 
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白岩堰堤右岸側           トンネル内のアンカー受圧板 

右岸側 
岩盤対策 
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堤銘板            湯川 12 号堰堤より上流を望む 

 

左岸側より右岸側袖部保護工を望む      湯川 12 号堰堤より下流を望む 
 

袖部保護工
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5)平成 28 年 11 月 28 日～11 月 30 日：富士川・天竜川流域砂防フィールド調査 

11 月 28 日～11 月 30 日に、教員 1 名と院生 3 名が山梨県を流れる富士川流域、諏訪湖に流入

する小田井沢・志平川、及び長野県を流れる天竜川流域の砂防施設調査を行い、過去の土砂災

害の被災・復旧状況や砂防施設の施工状況、また計画当時の設計思想や施工上の工夫点の調査

を行った。 
調査にあたり現地を案内して頂いた、富士川砂防事務所、長野県諏訪建設事務所、岡谷市建設

水道部土木課、及び天竜川上流河川事務所の皆様には大変お世話になった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査内容 
山梨県を流れる富士川水系釜無川の支流について、多様で複雑な地形地質、構造線の横断によ

り地質が脆弱化し、土砂災害や水害が頻発していた。本調査では水害対策として施工された釜無

川の信玄堤、土砂災害対策として施工された小武川の床固工群、御勅使川の芦安堰堤を調査した。

信玄堤は、堤防、聖水(水制)、護岸工、根固工、堤防に植栽されている竹林、及び懸崖等で構成さ

れている。治水構造物と自然の地物が組み合わさって壮大な景観を呈しており、また周辺には桜

並木や公園が施され、治水対策の場が人々の憩いの場として活用されていた。小武川下流床固工

群は現在も施工中で、施工現場に土石流警報装置を使用するといった安全対策がなされていた。

芦安堰堤(アーチ型堰堤)は大正 15 年に施工完了した国内初のコンクリート堰堤で、施工から約 90
年経過した現在も有効に機能を発揮しており、コンクリート堰堤の丈夫さと、当時既にアーチ型

堰堤を造る技術があったことが分かった。 
諏訪湖に流入する小田井沢、志平川について、平成 18 年 7 月の豪雨により土石流が発生した。

当該河川は既設対策工が無いため、長野県は同年に緊急事業として砂防堰堤、堆積工、渓流保全

工の施工を開始した。本調査では小田井沢の渓流保全工、3 号砂防堰堤、志平川の渓流保全工を

調査した。志平川の高速道路橋桁の下部には土石流の痕跡が残っており、災害の規模の大さが伺

えた。 

志平川渓流保全工 

小田井川 3号堰堤

藤沢川砂防林

美和ダム 小武川下流第 1床固 

信玄堤

芦安堰堤

太田切川床固工群

黒川第 4砂防堰堤 

飯島第 5砂防堰堤

坊主平砂防堰堤 
中央構造線博物館

上蔵堰堤

調査位置図(背景図：電子国土 Web) 
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長野県を流れる天竜川水系支流について、地質は花崗岩で風化しやすく、構造線により地質が

脆弱化し、土砂災害が頻発していた。本調査では土砂災害対策として施工された太田切川の床固

工群、黒川第 4 砂防堰堤、与田切川の床固工群、飯島第 5 砂防堰堤、小渋川の上蔵砂防堰堤、及

び藤沢川砂防林を調査した。太田切床固工群は「交流の拠点・自然との調和」をコンセプトに整

備されており、現地で発生した巨石を床固工前面に配置し、コンクリート面の露出減、緩傾斜化

を図っていた。黒川第 4 砂防堰堤は施工中で、本堤のコンクリート製残存型枠の打設や暗渠を利

用した仮排水状況等、堰堤の施工過程を学ぶ事が出来た。与田切川床固工群の坊主平砂防堰堤で

はハイドロフォン(以前はトロンメル)による流砂観測が行われており、流砂観測の仕組みや、流砂

現象を分析するにあたり土砂移動量・移動礫径の把握の重要性を理解することが出来た。西本先

生が建設省(当時)入省時に担当していた、飯島第 5 号堰堤の水通し天端部にはラバースチールが

施され、摩耗対策がなされていた。小渋川の上蔵堰堤は昭和 29 年に施工された練石積のアーチ型

堰堤で、堰堤下流部の河床が低下したため、第 2 副ダム及びコンクリートブロックの護床工が設

置されていた。美和ダムでは中央構造線の露頭があり、内帯・外帯の岩石特徴を観察することが

出来た。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小武川下流第 1床固工 芦安堰堤 

信玄堤 小田井沢 3号堰堤 

赤矢印は川の流下方向 
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志平川渓流保全工 

太田切川床固工群 床固前面の巨石張状況 黒川第 4砂防堰堤施工状況 

飯島第 5砂防堰堤 水通し天端のラバースチール

坊主平砂防堰堤 

上蔵堰堤 

志平川 平成 18 年の土石流跡 

旧流砂観測施設(トロンメル) 
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中央構造線

外帯内帯

美和ダムの中央構造線露頭 
外帯：黒色片岩 

中央構造線：鹿塩ミロナイト 
   内帯：花崗岩(変成岩) 

藤沢川砂防林 
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5)平成 29 年 2 月 23 日～2 月 24 日:伊豆大島砂防フィールド調査 

  2 月 23 日～2月 24 日に、教員 1 名と院生 2 名が、平成 25 年に伊豆大島で発生した土砂災害等

について、被災状況、復旧状況、及び砂防施設の施工状況の現地調査を行った。更に、関東大震

災により神奈川県西部の白糸川で発生した土砂災害の災害遺構及び砂防施設の状況調査を行った。 
調査にあたり現地を案内して頂いた東京都大島支庁土木課の皆様には大変お世話になった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査内容 
 伊豆大島は島全体が活火山であり、100～数 100 年間隔で爆発的噴火を繰り返している。1986
年にも大規模な噴火が発生し、この噴火を契機に東京都は 1989 年(平成元年)より火山砂防事業を

開始し、溶岩流対策として導流工や堰堤を施工した。本調査では 1986 年の噴火による被災状況

や、溶岩流対策の施工状況を調査した。大宮沢に施工された溶岩導流工は居住地を迂回させて溶

岩を海へ流す方法(世界初)がなされていた。火山砂防センターや火山博物館では伊豆大島の火山史

が展示されており、特に 1986 年の噴火と島民の避難状況を時系列で理解する事が出来た。 
 平成 25 年 10 月 16 日の台風 26 号の影響で大規模な土砂災害が発生した。流出土砂の一部は既

設砂防施設により捕捉されたが、大部分は流域界を越えて流下したため、下流の元町地区に甚大

な被害をもたらした。東京都は平成 26 年から緊急事業として砂防施設の施工に着手し、現在でも

工事は続いている。本調査では平成 26 年より施工が開始された、山腹工、捕捉工、導流工、堆積

工、渓流保全工の調査を行った。山腹工はワイヤーロープと鉄筋挿入工を併用した斜面安定化工、

降雨による斜面侵食を防止する表面侵食防止工等が施工されており、堆積工は土砂・流木の捕捉

を強化するため、嵩上げが実施されていた。導流工や渓流保全工の護岸工は、景観保護のために

現地の溶岩と近似した色彩を採用するといった配慮がなされていた。 
 小田原市根府川地区の白糸川では、関東大震災時に大規模な土砂災害が発生し、根府川集落を

埋め尽くし、JR 根府川駅と白糸川鉄橋を破壊する等、甚大な被害をもたらした。本調査では、渓

流保全工や、災害遺構(釈迦堂)、及び JR 根府川駅構内の災害慰霊碑を調査した。巨大な白糸川鉄

橋(現在は復旧済み)を破壊した事や、現地に堆積した土砂の厚みから、土砂災害の規模の巨大さを

実感した。 

調査位置図(背景図：電子国土 Web) 
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〇伊豆大島 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大宮沢溶岩導流工 大金沢本川堆積工(上流方向を望む) 

大金沢本川堆積工(下流方向を望む) 斜面安定化工(ワイヤロープ＋鉄筋挿入) 

表面侵食防止工 中流導流工と管理用道路 
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〇根府川地区白糸川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下流導流工 渓流保全工 

白糸川の渓流保全工と釈迦堂 災害慰霊碑(JR 根府川駅構内) 

白糸川の鉄橋 土砂災害発生状況(西さがみ第 50 号より) 

白糸川
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6）平成 29 年 2 月 27 日～3 月 2 日：九州地方（長崎県，鹿児島県） 

 
１．概要 

教員 1 名と院生 3 名が，九州地方の代表的な活火山である雲仙岳の観測体制，無人化施工の実

施状況等及び，桜島の土石流対策について，現地調査を行った．また，鹿児島県が実施している

砂防事業及び急傾斜地崩壊対策事業についての調査を行った． 
 

表 本調査の概要 

項目 摘要 
調査期間 平成 29 年 2 月 27 日～3 月 2 日（全 4 日間） 
参加者 環境防災学講座教授 西本 晴男 

博士前期課程 2 年   吉田 喜高 
博士前期課程 1 年   塚原 直幸 
  同       後藤 美香 

案内者 国土交通省九州地方整備局 雲仙復興事務所（2 月 27 日） 
鹿児島県 北薩地域振興局 出水市駐在（2 月 28 日） 
鹿児島県 鹿児島地域振興局（2 月 28 日） 
国土交通省九州地方整備局 大隅河川国道事務所（3 月 1 日） 
鹿児島県 土木部砂防課（3 月 2 日） 

普賢岳

桜島

福 岡 県

大 分 県

熊 本 県

宮 崎 県

佐 賀 県

長 崎 県

針原川

大浜地区

深港川

牛根地区

竜ヶ水谷

花倉第三谷

田上地区

鹿 児 島 県

直轄火山砂防事業

鹿児島県実施の砂防事業

【今回調査対象】

 
図 調査箇所位置図 
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２．雲仙岳（雲仙復興事務所管内） 

雲仙岳に関する調査は，2 月 27 日に行った．平成 26 年度より，溶岩ドーム崩壊時に想定され

る土石流対策として堰堤の改築工事を行っている．溶岩ドーム崩壊対策に係る各種委員会では，

溶岩ドームの崩壊想定を 5 ケース設定しており，5 ケースの中でも最も発生可能性の高い「ケー

ス 3」（1,792 万 m3）を想定した施設配置計画となっている．ケース 3 で想定されるよりも大きな

崩壊が生じる場合には，ソフト対策で対応することとしている． 
4.5m の袖部嵩上げを行っている水無川 1・2 号堰堤を調査したほか，1m の水通し嵩上げと 4m

の腹付けを行う水通し水無川 4 号堰堤は，堰堤を含む範囲が災対法 63 条に基づく警戒区域に指定

されていることから，無人化施工により堰堤改築を行っており，その操作室を見学した． 
また，当時被災した旧大野木場小学校，北上木場農業研修所跡，家屋など，災害遺構として保

存されている． 

  
定点より雲仙岳を望む        水無川 4号堰堤無人化施工操作室 

 

  
旧大野木場小学校校舎          被災家屋の保存 
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３．桜島（大隅河川国道事務所管内） 

桜島に関する調査は，3 月 1 日に行った．島内 19 河川のうち，11 河川が直轄（9 河川が直轄砂

防事業，2 河川が直轄砂防管理）となっている． 
火口（南岳，昭和火口）から半径 2km 以内が災対法に基づく警戒区域に指定されており，立入，

施設整備，地上観測が出来ない状況にある．このため，土石流の発生源対策は出来ず，土石流の

発生を抑制すること，土石流を安全に海まで流す流路工対策などが中心となる． 
地上観測は出来ないものの，近年，分解能が 250m 四方と高く，短い時間間隔で雨量観測が出

来る X バンド MP レーダが垂水市にも配備されたことから，火口周辺の高精度レーダ雨量観測が

可能となっている． 
野尻川（直轄砂防管理）には，スクリーンダム（4 号堰堤）が設置されている．平成 18 年の土

石流で損傷・腐食が目立ったため，平成 21 年には補修が行われた． 
長谷川（直轄砂防事業）は，桜島の北岳西側斜面を流域とし，大規模な崩落地形が発達してい

る．長谷川では遊砂地で 21 万 m3を捕捉し，また下流部の川幅を拡幅することで 100 年確率規模

の土石流を安全に海まで流す計画としている． 

  
野尻川 4号スクリーン堰堤        長谷川遊砂地の施工状況 

 
黒神川（直轄砂防管理）は，下流部に「地獄河原」と呼ばれる 1.8km2の遊砂空間が設けられて

おり、年あたり 43 万 m3の土砂が堆積している状況にあり，この区間に導流するための除石が実

施されている．堆積している軽石は現地で「ボラ」と呼ばれ，土石流氾濫被害や，海域での養殖

魚被害にたびたび見舞われている． 
また，黒神地区の「腹五社神社」の鳥居は，大正噴火で噴出した火山灰・軽石により 3m の高

さがあった鳥居が地上の 1m を見せるのみとなっている．噴火の記憶を残すため，噴火直後の姿

が現在に残されている． 
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黒神川の除石状況             黒神埋没鳥居 

 

４．鹿児島県（県による砂防事業） 

 鹿児島県が実施する砂防事業の調査については，2 月 28 日と 3 月 2 日に実施した． 
出水市を流れる針原川では，平成 9 年 7 月に山腹の進相崩壊に起因する土石流が発生し，死者

21 名，家屋全壊 18 棟，果樹園 10ha など甚大な被害に見舞われた．不安定土砂の対策として崩

壊地での山腹工を行ったほか，渓流には砂防堰堤と土石流堆積工を新設した．砂防堰堤では袖部

衝撃緩和を目的に，古タイヤを緩衝材として利用しているのが特徴である． 
鹿児島市の竜ヶ水地区では，日豊本線，国道 10 号が通っており，平成 5 年 8 月の豪雨により

土石流が発生した．錦江湾（鹿児島湾）に達する土石流は数十か所で発生し，日豊本線と並行す

る国道 10 号を分断し，住民約 2,500 人が孤立した．この中には当時の鹿児島県知事も含まれてい

た． 

  
針原川・堰堤袖部の古タイヤ緩衝材    竜ヶ水谷（第二工区）砂防堰堤 

 

鹿児島市の花倉第三谷も，竜ヶ水地区と同様に平成 5 年 8 月の豪雨により土石流が発生した地

区であり，平成 16～29 年度にかけて砂防堰堤 1 基（H=11.0m，L=73.5m）の施工を行っている

最中である．島津家の離館である仙巖園の遺構があることから，史跡保護を行った上で施工され

ている．大型車進入路の拡幅もできないことから，堰堤の上流側の作業ヤードからコンクリート

打ちの現場までは，配管によりコンクリートを運搬している．また，残存型枠（ピアスワンダー）

の表面には，緑化ブロックを設置している． 
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花倉第三谷砂防堰堤の施工状況と保全対象       コンクリート配管 
 

鹿児島市の田上地区は，がけ高 59m，勾

配 47°の急傾斜地の斜面上部・下部ともに

人家が集中しており，急傾斜地崩壊対策事

業として擁壁工，法枠工が実施されている．

 
田上地区の急傾斜地対策の実施状況 

 
大浜地区（大浜川，船石川）では，平成 22 年 7 月，深層崩壊により 7 月 4 日から 8 日にかけ

て 7 回の土石流が発生した．流下した土石流・流木 101,000m3のうち，一部は下流に流下したが，

既設の砂防堰堤 2 基により 91,000 m3が捕捉されたため，人的被害・家屋全壊などの甚大な被害

は免れた．災害関連緊急砂防事業（H22）および砂防激甚災害対策特別緊急事業（H23～25）に

より，渓流保全工，地下水対策，山腹工，既設砂防堰堤の嵩上げ，除石，砂防堰堤の新設が行わ

れた． 

  
山腹工（法枠＋アンカー工）        嵩上げを実施した 1 号堰堤 

（鋼製セル＋鋼製スリット） 
 

平成 28 年 9 月の台風 16 号による土石流では，垂水市の牛根地区で国道 220 号磯脇橋が流失し

た．既設の砂防堰堤でも土石流・流木を捕捉しているものの，施設規模を上回る土石流が発生し

たため下流へも流出した．流失した磯脇橋の復旧にあたっては，仮橋のトラス資材なども確保さ
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れていたことから，流失から 1 週間で仮橋設置完了，交通解放を実施できた． 

  
磯脇川砂防堰堤（満砂）         磯脇川での流木捕捉状況 

 

平成 27 年 6 月 24 日、7 月 5 日、7 月 28 日に，垂水市二川地区に位置する準用河川・深港川で

は 3 回の土石流が発生した．土石流により流れた土砂が深港川の河道を埋めたため，市は住民に

避難勧告を発令したほか，国道 220 号深港橋が被災し全面通行止となった．溶結凝灰岩の上に火

砕流堆積物が堆積した地層となっており，梅雨期の降雨により地下水位が上昇したことによる崩

壊であると考えられるため，発生源の対策は，集水井や横ボーリング工（φ=100mm×2 本）に

より地下水位を低下させる対策が中心となった．ボーリング工の延長が長いため目標地点にピン

ポイントで貫入できるか懸念されたが，貫入時の障壁となる地層の大きな変化が無く，また練達

の技術者が作業に従事したこともあって，ほぼ正確に貫入できているとのことであった． 

  
深港川上流の状況            深港橋の損傷状況 
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7）平成 29 年 3 月 16 日～3 月 18 日：広島県広島市 

3 月 16 日～3 月 18 日に、教員 1 名と院生 2 名が、広島市内で発生した 6.29 災害（平成 11

年 6 月 29 日）、8.20 災害（平成 26 年 8 月 20 日）における直轄及び広島県砂防で実施されている

災害関連緊急砂防事業等を調査し、砂防事業の計画・設計・施工に関する知識を深めた。また、

福山市内において歴史的砂防施設を調査した。 

 調査にあたり現地を案内していただいた広島大学の大知助教、並びに中国地方整備局、太田川

河川事務所、および広島県土木建築部の皆さまには大変お世話になった。 

 

 

調査位置図（背景図：電子国土 Web） 
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＜宮島の砂防＞ 

宮島の紅葉谷では昭和 20 年の枕崎台風による豪雨を起因として、土石流災害が発生した。その

復旧事業として「特別名勝厳島災害復旧工事」が実施され、紅葉谷庭園砂防と呼ばれる庭園風の

岩石公園が築造された。 

また、白糸川で平成 17 年に発生した土石流災害後も同様に自然公園法、文化財保護法など多く

の規制に配慮した復旧が実施された。白糸川 2号砂防堰堤はコンクリートパネルと現場打コンク

リートで構築されているが、表面を現地で発生した岩石で修景し、下流側は緩傾斜化されており、

圧迫感を与えない工夫がされている。 

＜廿日市の住宅＞ 

廿日市市大野では家屋を取り囲むように石垣積の土石流防護壁を設置した住宅がある。これは、

明治 19 年に発生した土石流により家屋が半壊する被害を受けたことから、自己防災のために 3年

の月日をかけて完成したものである。なお、平成 27 年 6 月につくば市で開催された「第 6回国際

土石流災害防止会議」において、当講座の西本教授らがその概要について発表を行っている。 

＜広島市 H11.6.29 災害対策＞ 

 広島市内にて、広島県の事業として実施されている平成 11 年 6 月 29 日災害復旧の状況を調査

した。佐伯区の堂ケ原川では垂直壁に流木止めを有する高さ H＝7.0m、長さ L＝52.0m の不透過型

コンクリート堰堤（堂ケ原川 1 号砂防堰堤）が広島県の砂防激甚災害対策特別緊急事業として整

備されている。安佐南区の安川左支川では垂直壁に流木止めを有する高さ H＝8.0m、長さ L＝39.0m

の不透過型コンクリート堰堤（安川左支川砂防堰堤）が広島県の災害関連緊急砂防事業として整

備されている。 

＜広島市 H26.8.20 災害対策＞ 

広島市内にて、直轄事業として実施されている平成26年 8月 20日災害復旧の状況を調査した。

安佐南区では 8.20 災害復旧として 36 渓流で直轄砂防事業が実施されている。事業開始時に地域

住民に渓流名の聞き取りを行ったが、個別の渓流名が特定不可であったため、渓流名を番号で管

理するという特徴がある。1005 渓流では高さ H＝8.0m、長さ L＝116.0m の不透過型堰堤が計画さ

れている。本施設は前面にコンクリートパネル、背面に鋼製の外部保護材（鋼矢板）を施した砂

防ソイルセメント堰堤である。304 渓流では高さ H＝12.0m、長さ L＝59.0m の不透過型堰堤が計画

され、調査時には本堤の施工が完了し、前庭保護工等の施工が行われていた。右岸前面部および

側壁上部には階段工が設置され、施設建設後の維持管理に配慮されている。307 渓流では上流側

に透過型堰堤、下流側に不透過型堰堤が計画されており、調査時には下流側堰堤の施工が行われ

ていた。 

＜福山市の歴史的砂防施設＞ 

福山市内にて、江戸期の福山藩の事業として築造された歴史的砂防施設を調査した。堂々川で

は、江戸時代以降、山林の荒廃により土砂災害が多発していたため、「砂留」と呼ばれる砂防堰堤

が多数築造された。その中で最大の規模である「堂々川 6番砂留（高さ H＝13.3m、長さ L＝55.8m）」

は天保 6年（1836 年）建造の記録がある。堂々川筋の堂々川砂留群全 6基および鳶ヶ迫砂留、内

廣砂留の 8基が登録有形文化財に登録されている。 

別所砂留群は堂々川砂留群と同様に江戸期に福山藩の事業として整備された砂留群であり、土

砂流出を防止し、農業生産力の確保のため整備されたと考えられている。当該渓流には現在 36 基

の砂留が確認されており、下流の 1番～14 番までは比較的大規模である。その中でも 7番砂留に
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は 2か所の水通しが設けられているが、その高さが異なるという特徴がみられる。 
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紅葉谷川庭園砂防             白糸川 2号砂防堰堤 

 

 

土石流防護壁外面部 

 

  

堂ケ原川 1号砂防堰堤            安川左支川砂防堰堤 
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1005 渓流の砂防堰堤       304 渓流の砂防堰堤前面右岸の管理用階段 

 

 

307 渓流の砂防堰堤 

 

  

堂々川 6番砂留               別所 7番砂留 
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「第 6回国際土石流災害防止会議ポスター発表資料」

─ 102 ─



103 
 

(2) 海外 

 1) 平成 28 年 9 月 11 日～25 日：欧州（オーストリア、イタリア、クロアチア、モンテネグロ、

チェコ） 

  

日本の近代砂防に大きな影響を与えたヨーロッパの砂防の歴史と現在の状況を把握するため、9
月 11 日～25 日に、西本教授、吉田（本講座博士前期課程／㈱東京建設コンサルタント）、瀬戸秀

治氏（応用地質㈱）の 3 名で、オーストリア、イタリア、クロアチア、モンテネグロ、チェコを

訪れた。 
オーストリアではケルンテン州の砂防施設及び災害現場の調査を行い、イタリアではフリウ

リ・ヴェネツィア・ジュリア州の砂防施設及び災害現場の調査を行い、クロアチア・モンテネグ

ロ・チェコでは諸戸博士アルバムの写真にある砂防工事箇所調査を行うとともに、ウィーン市に

おいて BOKU 大学の Johannes Hübl 教授協力のもと諸戸北郎博士の関連調査を行った。 
 クロアチアのスプリット大学では、「日本の砂防の概要」と題して、西本教授が講演を行った。 
 

イタリア

スイス
フランス

ベルン

ウィーン

フィラハ
タルビジオ
ゴリツィア
トリエステ

セノマティ

オーストリア

クロアチア

ローマ

サラエボ

ザグレブ

ブダペスト

ハンガリー

チェコ

モンテネグロ

ベオグラード

ポドゴリツァ

ティラーナ

ドイツ

スロバキア

ポーランド

スプリット

ドゥブロヴニク
コトル

スロベニア

ベルギー プラハ

⻘字…訪問地
⾚字…訪問国

ブラチスラバ

ブリュッセル

ルクセンブルク

フランクフルト

ミュンヘン

チューリッヒ

リヨン

マルセイユ

アルバニア

マケドニア

ギリシャ

ボスニア
ヘルツェゴビナ セルビア

ルーマニア
ミラノ

フィレンツェ ドゥルニッシュ

 
欧州砂防調査における訪問先 
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主な調査箇所は、オーストリアでは 2003 年にオーストリアとイタリア国境地域一帯で発生し

た土砂災害・洪水災害の現地及び 2016 年 8 月末と 9 月初旬に土石流が発生し被害があったばか

りの現地、イタリアではフェラ川流域の 2003 年の災害地、タルビジオ近郊の渓流の Amerigo 
Hofmann 博士指導の砂防堰堤及びトリエステ市周辺のカルスト砂防造林地、クロアチア・モンテ

ネグロ・チェコでは諸戸博士アルバムの写真にある 1900 年頃に施工された砂防堰堤を確認する

ことができた。またこれらの調査によりそれぞれの国の研究者と交友関係を築けた。 
 
 

  
          

 

 

 

 

 

 

 
 

モンテネグロ・シュクルダ渓（左：諸戸博士アルバムより、右：2016 年） 

オーストリア・フィラハ附近 

2016 年 8、9月土石流直後の状況

イタリア・タルビジオ附近 

Amerigo Hofmann 博士指導の砂防堰堤
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2.4 社会連携活動 
 
2.4.1 環境防災セミナー 
環境防災セミナーは、環境防災に関わる諸問題について理解を深めるため、専門家・実務家を

招聘して開催した。平成 28 年度の環境防災セミナーは、環境科学専攻の院生をはじめ、他専攻・

他研究科の院生、学類生、教職員、一般市民を聴講対象として行った。 
 
第 1 回 
日 時：平成 28 年 7 月 21 日（木）9:00～13:00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：立山砂防の世界遺産に向けた取り組み 
講 師：林 正之 氏 （公益財団法人富山県建設技術センター 副理事長） 
参加者：10 名  
 
第 2 回 
日 時：平成 28 年 7 月 22 日（金）13：00～17：00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：ネパールの自然・文化と防災 
講 師：石黒 久 氏（丸新志鷹建設株式会社ネパール支店顧問・元大成建設国際支店） 
参加者：8 名 
 
第 3 回 
日 時：平成 28 年 11 月 18 日（金）13：45～15：00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：住民主役の土砂災害警戒避難 
講 師：原田 照美 氏（広島市自主防災会連合会 顧問） 
参加者：10 名 
 
第 4 回 
日 時：平成 28 年 12 月 2 日（金）12：15～13：30 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：防災教育の現状と課題  
講 師： 北 俊夫 氏（国士舘大学 体育学部 こどもスポーツ教育学科 教授） 
参加者：6 名 
 
 
 
 

─ 105 ─



106 
 

第 5 回 
日 時：平成 27 年 12 月 8 日（木）13:00～17:00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：砂防技術・研究の過去・現在・未来 
講 師：水山 高久 氏（政策研究学院大学 特任教授） 
参加者：15 名 
 
第 6 回 
日 時：平成 28 年 12 月 9 日（金）12:15～13:30 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：今後の防災教育の方向性  
講 師： 北 俊夫 氏 (国士舘大学 体育学部 こどもスポーツ教育学科 教授） 
参加者：8 名 
 
第 7 回 
日 時：平成 28 年 12 月 22 日（木）13:00～17:00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：森林水文学から見た環境防災  
講 師：鈴木 雅一 氏（東京大学大学院農学生命科学研究科 名誉教授） 
参加者：12 名 
 
 
2.4.2 各種委員会等 
平成 28 年度は、環境防災学講座の常勤教職員が委嘱を受け 5 件の・委員会等に出席した。

月日 氏名 依頼元 依頼内容 
H23.8.12～ 西本晴男 特定非営利活動法人防災 

情報研究所 
理事 

H26.5.29～ 西本晴男 (公社)砂防学会 監事 
H26.7.1～ 秋山一弥 (公社)日本地すべり学会 監事 
H27.11～ 西本晴男 第 6 回国際土石流災害 

防止会議実行委員会 
第 6 回国際土石流災害防止会議論文

編集委員長 
H28.11.9 西本晴男 神奈川県自然環境保全 

センター 
「平成 28 年度研究推進支援研修 
（森林土木技術研修）」での講演 

H29.2.14 西本晴男 （一社）日本応用地質学会 
北陸支部 

「平成 28 年度研究発表会」 
特別講演 
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2.5 広報活動 
2.5.1 ホームページ 

 
環境防災学講座のホームページでは、環境科学専攻及び持続環境学専攻のホームページのもと

に開設されており、活動レポートなどの更新を行った。 
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更新履歴 
  2017.02.20     第 6 回国際土石流災害防止会議（平成 27 年 6 月 22 日～27 日実施）の 
         情報を更新しました。 

2016.12.20   研究室を更新しました。 
2016.11.07     平成 28 年度環境防災セミナーの第４回～第７回を 12 月 2 日（金）、 

12 月 8 日（木）、12 月 9 日（金）、12 月 22 日（木）に開催します。 
2016.11.02     平成 28 年度環境防災セミナーの第３回を 11 月 18 日（金）に開催 

します。 
2016.10.11     平成 28 年度の活動レポートを更新しました。 
2016.07.07     研究室を更新しました。 
2016.06.30     平成 28 年度の活動レポートを更新しました。 
2016.06.24     平成 28 年度環境防災セミナーの第１回を 7 月 21 日（木）、第 2 回を 

7 月 22 日（金）に開催します。 
2016.06.06     研究成果を更新しました 
2016.06.06     平成 28 年度の活動レポートを更新しました。 
2016.04.01     研究室を更新しました。 
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